
新
型
コ
ロ
ナ
、
生
産
混
乱
懸
念

　
【
共
同
】
中
国
が
発
端
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
が
国
内
製

造
業
や
小
売
り
、
運
輸
な
ど
多
業
種
に
広
が
り
、
日
本
経
済
の
長
期
停
滞
が
避
け

ら
れ
な
い
見
通
し
だ
。
自
動
車
大
手
な
ど
製
造
業
は
部
品
供
給
不
足
に
よ
る
生
産

混
乱
へ
の
懸
念
が
高
ま
る
。
安
倍
政
権
か
ら
生
産
の
中
国
依
存
転
換
と
国
内
回
帰

を
促
さ
れ
た
こ
と
に
困
惑
も
広
が
る
。
中
国
、
韓
国
か
ら
の
入
国
時
の
移
動
制
限

も
強
ま
り
、
６
日
の
東
京
株
式
市
場
の
平
均
株
価
が
大
幅
に
値
下
が
り
す
る
な
ど

金
融
市
場
で
不
安
定
な
動
き
が
続
い
て
い
る
。

日
本
経
済
の
長
期
停
滞
不
可
避

の
言
葉
を
述
べ
る
と
明
ら
か

に
し
た
。

　

談
話
は
「
規
模
縮
小
な
ど

感
染
防
止
策
を
講
じ
た
上
で

追
悼
式
を
実
施
す
る
方
向
で

模
索
を
続
け
た
が
、
感
染
拡

大
の
防
止
に
手
を
尽
く
す
時

期
で
あ
り
、
遺
憾
な
が
ら
開

催
断
念
に
至
っ
た
」
と
経
緯

を
説
明
し
た
。

　

田
中
和
徳
復
興
相
は
記
者

会
見
で
「
本
当
に
残
念
。
き

ち
ん
と
し
た
式
典
を
や
り
た

　
【
共
同
】
政
府
は
６
日
の

閣
議
で
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
９
年
と
な
る
１
１
日
に
予

定
し
て
い
た
犠
牲
者
の
追
悼

式
を
中
止
す
る
と
決
定
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
た
。
安
倍
晋

三
首
相
は
「
ご
遺
族
を
は
じ

め
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
お
わ

び
申
し
上
げ
る
」
と
の
談
話

を
発
表
。
１
１
日
に
官
邸
で

犠
牲
者
に
黙
と
う
し
、
追
悼 首

相
「
遺
族
に
お
わ
び
」

取
っ
た
結
果
だ
」
と
話
し
、

早
期
切
り
替
え
に
難
色
を
示

す
。
電
機
業
界
の
関
係
者
も

「
中
国
に
か
な
り
の
設
備
を

抱
え
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

の
流
行
だ
け
で
移
せ
な
い
」

と
困
惑
す
る
。

か
っ
た
」
と
語
っ
た
。
自
治

体
主
催
の
追
悼
式
に
関
し
て

は
「
私
た
ち
以
上
に
思
い
を

持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
開

催
の
是
非
は
各
地
域
の
判
断

に
委
ね
る
考
え
を
示
し
た
。

　

政
府
は
１
月
２
１
日
の
閣

議
で
、
追
悼
式
を
３
月
１
１

日
午
後
、
国
立
劇
場
（
東

京
都
千
代
田
区
）
で
開
く
と

い
っ
た
ん
は
決
定
。
秋
篠
宮

ご
夫
妻
や
首
相
、
遺
族
代
表

ら
が
出
席
予
定
だ
っ
た
。
内

閣
府
に
よ
る
と
、
例
年
の
参

列
者
は
約
千
人
で
、
式
終

了
後
の
一
般
献
花
に
も
約

６
０
０
人
が
訪
れ
て
い
る
。

献
花
も
取
り
や
め
る
。

　

式
の
模
様
は
、
被
災
地
の

追
悼
式
会
場
に
も
テ
レ
ビ
中

継
さ
れ
、
地
震
発
生
の
午
後

２
時
４
６
分
に
黙
と
う
の
時

間
を
共
有
す
る
の
が
恒
例
。

政
府
の
中
止
判
断
は
、岩
手
、

宮
城
、
福
島
３
県
で
自
治
体

が
主
催
す
る
追
悼
式
の
中
止

や
規
模
縮
小
が
相
次
い
で
い

る
の
も
影
響
し
た
。

発
生
９
年
、
官
邸
で
黙
と
う

移
動
制
限
や
国
内
回
帰
に
困
惑

帰
国
邦
人
も
２
週
間
自
宅
待
機

入
国
制
限
強
化
、
韓
国
反
発

（１） ２０２０年第５４４２号  ３月 ７日 （土曜日）

６日、ソウルの外務省に冨田浩司駐韓大使（左）を呼び、抗議する康京
和外相（共同）
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入
国
で
き
な
く
な
る
。

　

韓
国
の
康
京
和
外
相
は
６

日
、
冨
田
浩
司
駐
韓
日
本
大

使
を
ソ
ウ
ル
の
外
務
省
に
呼

ん
で
抗
議
し
、
撤
回
し
な
け

れ
ば
対
抗
策
を
取
る
と
警
告

し
た
。
外
相
の
直
接
抗
議
は

異
例
で
対
抗
措
置
は
確
実
と

み
ら
れ
る
。
日
韓
関
係
が

首
相
、
予
定
通
り
開
催
意
向

五
輪
延
期
前
提
の
検
討
せ
ず

は
じ
め
、
中
小
・
小
規
模
事

業
者
に
対
す
る
実
効
的
な
支

援
策
を
講
じ
る
」と
語
っ
た
。

４
日
の
野
党
５
党
首
と
の
会

談
で
聞
い
た
意
見
を
踏
ま
え

て
検
討
を
進
め
る
と
明
言
し

「
野
党
の
皆
さ
ん
と
も
、
お

互
い
に
協
力
し
て
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
」
と
し
た
。

　

立
憲
民
主
党
の
宮
沢
由
佳

氏
ら
へ
の
答
弁
。
参
院
本
会

議
は
、
２
０
２
０
年
度
予
算

関
連
法
案
の
所
得
税
法
改
正

案
の
質
疑
を
行
っ
た
。

減
、
マ
ツ
ダ
も
７
９
％
減
と

な
っ
た
。

　

安
倍
晋
三
首
相
は
５
日
の

未
来
投
資
会
議
で
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
（
部
品
の
調
達
・

供
給
網
）
の
寸
断
リ
ス
ク
に

対
応
す
る
た
め
、
拠
点
の
国

内
回
帰
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
の

移
転
を
検
討
す
べ
き
だ
と
指

摘
し
た
。
た
だ
、
中
国
に
は

部
品
メ
ー
カ
ー
が
集
積
し
、

精
密
な
製
品
な
ど
で
も
存
在

感
を
高
め
て
い
る
。

　

自
動
車
大
手
の
関
係
者
は

「
現
在
の
体
制
は
コ
ス
ト
と

品
質
の
両
輪
で
バ
ラ
ン
ス
を

　

自
動
車
部
品
の
中
国
か
ら

の
供
給
遅
れ
が
響
き
、
日
産

自
動
車
や
ホ
ン
ダ
は
複
数
の

国
内
工
場
で
生
産
調
整
に
追

い
込
ま
れ
た
。
他
の
メ
ー

カ
ー
も
「
影
響
を
回
避
す
る

た
め
に
常
に
状
況
を
注
視
し

て
い
る
」（
関
係
者
）
と
し
、

国
内
生
産
は
綱
渡
り
の
状
況

が
続
く
。
中
国
で
は
さ
ら
に

生
産
や
販
売
へ
の
影
響
が
深

刻
で
、
２
月
の
中
国
で
の
新

車
販
売
台
数
は
ト
ヨ
タ
自
動

車
が
前
年
同
月
比
で
７
０
％

減
だ
っ
た
の
に
続
き
、
６
日

発
表
の
ホ
ン
ダ
が
８
５
％

新
型
肺
炎
、
世
界
需
要
に
打
撃

二
大
産
油
国
は
立
場
隔
た
り

り
し
て
し
ま
う
。
ト
ラ
ン
プ

米
政
権
が
中
東
へ
の
関
与
に

消
極
的
と
な
る
中
、
サ
ウ
ジ

と
の
関
係
を
維
持
し
た
い
ロ

シ
ア
を
揺
さ
ぶ
っ
た
。

　

し
か
し
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ

ン
大
統
領
は
「
現
在
の
原
油

価
格
の
水
準
を
許
容
で
き

る
」
と
述
べ
、
サ
ウ
ジ
を
け

ん
制
。
長
期
の
減
産
を
強
い

ら
れ
て
き
た
ロ
シ
ア
石
油
大

手
が
減
産
量
の
拡
大
に
反
発

し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

　

サ
ウ
ジ
は
そ
の
後
、
減
産

量
を
一
方
的
に
つ
り
上
げ
、

両
国
の
温
度
差
は
よ
り
鮮
明

と
な
っ
た
。
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
筋

は
「
ロ
シ
ア
と
の
協
議
は
こ

れ
ま
で
よ
り
も
厳
し
い
も
の

だ
」
と
漏
ら
し
た
。

の
見
方
を
示
し
た
。

　

新
型
肺
炎
は
世
界
に
拡
大

し
て
お
り
原
油
需
要
が
さ
ら

に
縮
小
す
る
の
は
確
実
だ
。

年
初
に
１
バ
レ
ル
＝
６
０
ド

ル
を
上
回
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
原
油
先
物
相
場
は
最
近
の

取
引
で
５
０
ド
ル
を
割
り
込

ん
で
い
る
。

　
▽
せ
め
ぎ
合
い

　

１
月
末
ま
で
に
サ
ウ
ジ
が

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
で
の
減
産

拡
大
を
模
索
す
る
動
き
が
表

面
化
。
だ
が
国
内
石
油
企
業

が
増
産
を
望
む
ロ
シ
ア
は
首

を
縦
に
は
振
ら
な
か
っ
た
。

　
「
唯
一
の
方
法
は
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
が
単
独
で
減
産
に
取
り
組

む
こ
と
か
も
し
れ
な
い
」。

３
月
上
旬
、
業
を
煮
や
し
た

サ
ウ
ジ
の
意
向
が
伝
わ
っ

た
。
原
油
価
格
の
下
落
を
放

置
す
れ
ば
国
家
歳
入
が
目
減

コ
ロ
ナ
退
散
！

山
伏
が
祈
願

奈
良
、
感
染
避
け
ネ
ッ
ト
中
継

　

感
染
震
源
地
の
中
国
各
地

で
は
交
通
が
遮
断
さ
れ
、
企

業
は
長
期
休
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
北
京
や
上
海

と
い
っ
た
大
都
市
で
も
一

時
、
車
と
人
の
流
れ
が
途
絶

え
、
飛
行
機
は
欠
航
が
相
次

い
だ
。
製
造
業
の
停
止
も
重

な
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は

激
減
し
、
石
油
製
品
の
在
庫

は
だ
ぶ
つ
い
た
。

　

中
国
メ
デ
ィ
ア
は
「
需
要

減
は
予
想
以
上
に
ひ
ど
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
」と
指
摘
。

石
油
輸
出
国
機
構
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
）
加
盟
国
や
ロ
シ
ア
な
ど

の
連
合
体
「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ

ス
」
が
価
格
下
支
え
策
を
講

じ
て
も
、
効
果
は
限
定
的
と

さ
ら
に
悪
化
す
る
恐
れ
が
あ

る
。
冨
田
氏
は
「
正
確
に
報

告
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

中
国
外
務
省
の
趙
立
堅
副

報
道
局
長
は
「
自
国
や
外
国

の
人
々
の
健
康
、
地
域
や

世
界
の
公
衆
衛
生
を
守
る
た

め
」と
し
て
理
解
を
示
し
た
。

　

厚
労
省
に
よ
る
と
、
出
発

前
の
空
港
か
機
内
で
２
週
間

の
待
機
要
請
を
伝
え
、
追

跡
調
査
は
し
な
い
。
公
共
交

通
機
関
は
避
け
る
よ
う
求
め
る
。
宿
泊
や
交
通
費
は
自
己

負
担
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

加
藤
勝
信
厚
労
相
は
、
待

機
を
要
請
す
る
理
由
に
つ
い

て
、
中
韓
両
国
で
の
感
染
者

の
増
加
と
国
民
の
不
安
へ
の

対
応
な
ど
を
挙
げ
た
。
５
日

に
内
容
を
詰
め
た
と
い
う
。

　

中
韓
か
ら
の
航
空
便
の
到

着
は
成
田
空
港
と
関
西
空
港

に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
厚
労

省
は
両
空
港
の
検
疫
態
勢
を

強
化
す
る
。
国
土
交
通
省
に

よ
る
と
、
両
空
港
に
到
着
先

を
変
更
す
る
航
空
便
は
週
約

５
３
０
往
復
の
見
込
み
。

「
政
府
と
し
て
は
、
予
定
通

り
の
開
催
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
。
延
期
や
中
止

を
前
提
と
し
た
影
響
な
ど
の

検
討
は
行
っ
て
い
な
い
」
と

述
べ
た
。

　

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
が
３
日
に

発
表
し
た
緊
急
声
明
に
触

れ
「
東
京
五
輪
の
成
功
に
全

力
を
尽
く
す
こ
と
、
全
て
の

ア
ス
リ
ー
ト
が
準
備
を
続
け

る
こ
と
を
奨
励
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

　

感
染
拡
大
へ
の
第
２
弾
の

緊
急
対
策
に
つ
い
て
「
来
週

取
り
ま
と
め
る
」
と
言
及
。

全
国
一
律
の
休
校
要
請
を
踏

ま
え
、
保
護
者
ら
の
所
得
減

少
に
対
応
す
る
新
助
成
金
に

つ
い
て
「
制
度
の
詳
細
を
な

る
べ
く
早
く
示
し
た
上
で
、

利
用
の
促
進
に
向
け
て
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
周
知

を
図
る
」
と
訴
え
た
。

　

休
業
補
償
の
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
個
人
事
業
主
や

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
に
つ
い

て
「
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ

り
、
一
概
に
論
じ
る
こ
と
は

困
難
だ
」
と
言
及
。「
さ
ま

ざ
ま
な
民
間
事
業
者
の
個
別

の
損
失
を
、
国
が
補
償
す
る

の
は
困
難
だ
と
考
え
て
い

る
」
と
も
指
摘
し
た
。

　

第
２
弾
の
対
策
に
関
し

「
強
力
な
資
金
繰
り
支
援
を

参院本会議で答弁する安倍首相
＝６日午前（共同）

　
【
ウ
ィ
ー
ン
、
北
京
共
同

＝
飯
田
康
道
、
竹
内
健
二
】

肺
炎
を
起
こ
す
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
原

油
市
場
に
大
打
撃
を
与
え
て

い
る
。
巨
大
消
費
国
の
中
国

で
は
経
済
が
停
滞
し
需
要
が

急
減
。
価
格
を
支
え
よ
う
と

産
油
国
は
減
産
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
原
油
の
値
下
が

り
に
ブ
レ
ー
キ
は
か
か
っ
て

い
な
い
。
二
大
産
油
国
の
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
ロ
シ
ア
の

生
産
調
整
を
巡
る
立
場
の
隔

た
り
も
隠
し
よ
う
が
な
く
、

協
調
減
産
の
枠
組
み
に
限
界

が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
た
。

　
▽
震
源
地

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
６
日
の
参
院
本
会
議
で
、

肺
炎
を
引
き
起
こ
す
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
巡
り
、
夏
の
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
は

予
定
通
り
と
重
ね
て
強
調
し

た
。
五
輪
へ
の
影
響
に
関
し

　
【
共
同
】
厚
生
労
働
省
は

６
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
中
国
と
韓
国
か
ら
の
入

国
者
に
要
請
す
る
２
週
間
待

機
は
、
帰
国
す
る
日
本
人
も

対
象
で
、
原
則
と
し
て
自
宅

待
機
と
す
る
考
え
を
示
し

た
。
訪
日
外
国
人
ら
は
、
ホ

テ
ル
な
ど
に
滞
在
し
て
も
ら

う
。
検
疫
法
の
措
置
で
は
な

く
、
強
制
力
は
な
い
と
し
て

い
る
。

　

安
倍
晋
三
首
相
が
政
府
の

対
策
本
部
会
合
で
、
中
韓
両

国
向
け
の
発
行
済
み
査
証

（
ビ
ザ
）
の
効
力
を
停
止
し
、

入
国
時
に
は
待
機
を
要
請
す

る
な
ど
入
国
制
限
を
強
化
す

る
方
針
を
示
し
、
政
府
が
６

日
に
閣
議
了
解
し
た
。
期
間

は
９
日
か
ら
月
末
ま
で
。

　

日
本
の
外
務
省
に
よ
る

と
、
９
日
か
ら
無
効
と
す
る

ビ
ザ
は
香
港
、
マ
カ
オ
を
含

む
中
国
が
約
２
８
０
万
件
、

韓
国
が
約
１
万
７
千
件
。
入

国
済
み
の
人
に
影
響
は
な
い

が
、
出
国
し
た
場
合
、
有
効

期
間
中
は
複
数
回
の
出
入
国

が
可
能
と
な
る
数
次
ビ
ザ
で

あ
っ
て
も
無
効
と
な
り
、
再

の
生
産
設
備
に
被
害
が
出
た

経
験
を
踏
ま
え
、
製
造
業
各

社
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を

再
整
備
し
て
き
た
。
東
南
ア

ジ
ア
で
も
洪
水
な
ど
自
然
災

害
が
頻
発
し
て
お
り
「
一
極

集
中
は
リ
ス
ク
は
高
い
。
国

内
回
帰
も
簡
単
に
は
で
き
な

い
」（
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
）

と
冷
め
た
声
が
漏
れ
た
。

　

ま
た
、
政
府
が
５
日
に
中

国
や
韓
国
か
ら
の
入
国
規
制

強
化
を
決
め
た
こ
と
で
、
観

光
業
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

が
さ
ら
な
る
打
撃
を
受
け
る

の
は
必
至
だ
。
日
本
経
済
を

底
上
げ
す
る
強
力
な
業
種
は

見
え
ず
、
再
浮
上
へ
の
模
索

が
続
き
そ
う
だ
。

　

東
日
本
大
震
災
で
広
範
囲

　
【
共
同
】
修
験
道
で
名
高

い
世
界
遺
産
・
金
峯
山
寺（
奈

良
県
吉
野
町
）
で
６
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

疫
病
の
退
散
を
山
伏
が
祈
願

し
た
。
混
雑
に
よ
る
感
染
拡

大
を
防
ぐ
た
め
、
一
般
の
人

は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
や
職
場

で
同
時
に
祈
る
よ
う
呼
び
か

け
、
様
子
は
会
員
制
交
流
サ

イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
な
ど
で
中

継
し
た
。

　

午
後
１
時
す
ぎ
、
国
宝
・

蔵
王
堂
の
前
の
広
場
で
、
ヒ

バ
を
積
み
上
げ
た
護
摩
壇
に

点
火
す
る
と
、
煙
と
炎
が
激

し
く
立
ち
上
っ
た
。
ホ
ラ
貝

や
太
鼓
の
音
が
響
く
中
、
山

伏
約
５
０
人
が
一
心
不
乱
に

読
経
し
た
。

　

五
條
良
知
住
職
は
「
祈
る

こ
と
で
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な

い
強
い
心
を
持
っ
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
宗
教
や

場
所
を
問
わ
ず
と
も
に
祈
る

こ
と
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
呼
び

か
け
た
と
こ
ろ
、
感
染
者
が

相
次
ぐ
北
海
道
を
は
じ
め
、

全
国
か
ら
６
０
０
件
以
上
、

賛
同
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
た
と
い
う
。



流
動
化
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
経
済

　

現
在
、
女
性
の
症
状
は
治

ま
っ
て
い
る
が
、
症
状
が
な

く
て
も
ウ
イ
ル
ス
を
感
染
さ

せ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

自
宅
療
養
措
置
が
取
ら
れ
て

い
る
。

　

州
保
健
局
長
の
フ
ァ
ビ

オ
・
ヴ
ィ
ラ
ス
・
ボ
ア
ス
氏

は
、「
こ
れ
は
同
州
住
民
が

国
外
で
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
ケ
ー
ス
。
州
内
部
で
感
染

が
起
き
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
州
内
感
染
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
封
じ

込
め
対
策
は
、
関
係
当
局
に

よ
っ
て
適
切
に
行
わ
れ
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
災
禍

が
始
ま
っ
た
こ
ろ
、
伯
国
で

は
保
健
省
だ
け
に
感
染
を
確

認
す
る
権
限
が
あ
っ
た
が
、

現
在
は
各
州
保
健
局
に
も
感

染
を
確
認
す
る
権
限
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
他
に
も
、
連

邦
直
轄
区
（
Ｄ
Ｆ
）
在
住
で

５
３
歳
の
女
性
が
１
次
検
査

で
陽
性
反
応
が
出
て
お
り
、

現
在
は
再
確
認
の
た
め
の
検

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
国
際
市
場
の
混
乱
で
レ
ア
ル
安
が

進
み
、
５
日
に
は
史
上
最
安
値
を
更
新
す
る
１
ド
ル
＝
４
・６
５
１
レ
ア
ル
を
記
録

し
た
。
６
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

と
な
っ
た
。
こ
の
下
げ
幅
は

昨
年
１
０
月
１
０
日
以
来
と

い
う
大
き
な
も
の
で
、
５
日

午
後
に
は
一
時
、
６
・
２
％

減
も
記
録
し
て
い
た
。
な
お
、

Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ａ
は
２
月

２
６
日
に
も
、
７
％
ダ
ウ
ン

を
記
録
し
て
い
る
。

　

平
均
株
価
も
、
昨

年
１
２
月
３
０
日
の

１
１
万
５
６
４
５
ポ
イ
ン
ト

よ
り
、
１
１
・
６
％
下
が
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
レ
ア
ル
安
、
株
価

下
落
だ
け
で
な
く
、
伯
国
は

投
資
家
た
ち
か
ら
の
信
頼
の

点
で
も
評
価
を
大
き
く
下
げ

て
い
る
。

　

５
日
に
記
録
し
た
５
年
も

の
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ
フ
ォ
ル

ト
・
ス
ワ
ッ
プ
（
Ｃ
Ｄ
Ｓ
）

の
数
値
は
１
２
９
ポ
イ
ン
ト

で
、
前
日
比
で
１
４
・
４
％

上
昇
し
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｓ
は
そ

の
国
の
リ
ス
ク
を
示
す
数
字

と
み
な
さ
れ
る
が
、
Ｃ
Ｄ
Ｓ

が
こ
れ
ほ
ど
上
が
っ
た
の
は
、

当
時
の
テ
メ
ル
政
権
を
揺
る

が
し
た
Ｊ
Ｂ
Ｓ
シ
ョッ
ク
が
起

き
た
２
０
１
７
年
５
月
１
８

　

５
日
、
聖
市
中
央
部
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
広
場
の
す
ぐ
傍
に

あ
り
、
聖
市
東
部
と
西
部
を

結
ぶ
ト
ン
ネ
ル
で
、
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
が
跳
ね
上
が
り
、

車
体
が
急
停
止
し
、
動
け
な

く
な
る
事
態
が
起
き
た
。
事

故
発
生
は
午
前
１
時
３
０
分

頃
で
、
東
部
に
向
か
っ
て
い
た

日
の
２
９
％
以
来
の
こ
と
と

な
る
。

　

ま
た
、
昨
年
の
１
２
月

３
０
日
の
５
年
も
の
の
Ｃ
Ｄ

Ｓ
は
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
で
、

そ
の
頃
か
ら
２
９
％
も
不
信

感
指
数
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｄ
Ｓ
上
昇
は
、
１
月
に

勃
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
市

場
の
不
安
定
さ
と
、
米
国
の

中
銀
・
連
邦
準
備
制
度
（
Ｆ

Ｒ
Ｂ
）
が
３
日
に
０
・
５
％

ポ
イ
ン
ト
の
緊
急
利
下
げ
を

行
っ
た
こ
と
に
加
え
、
伯
国

の
昨
年
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
が
、１
・１
％
と
い
う
、

期
待
を
下
回
る
成
長
率
で
終

わ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る

と
の
指
摘
も
あ
る
。

新
型
肺
炎
き
っ
か
け
に
激
震

査
結
果
を
待
っ
て
い
る
。

　

２
月
２
６
日
に
伯
国
内
初

感
染
が
確
認
さ
れ
た
聖
市
在

住
の
男
性
（
６
１
）
か
ら
、

親
族
の
女
性
２
人
が
感
染
し

た
こ
と
が
５
日
に
確
認
さ
れ

た
こ
と
で
、
伯
国
も
国
内
感

染
発
生
国
の
リ
ス
ト
入
り
し

た
。「
伯
国
は
、
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
か
ら
『
コ

ロ
ナ
警
戒
対
象
国
リ
ス
ト
』

に
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
保
健
省
健
康
監
視
局

長
ワ
ン
デ
ル
ソ
ン
・
オ
リ
ベ

イ
ラ
氏
は
語
っ
た
。

　

ま
た
、
６
日
午
後
の
時
点

で
コ
ロ
ナ
感
染
の
疑
い
で

検
査
中
の
擬
似
症
患
者
は

タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
と
ロ
ー
マ

を
回
り
、
２
月
２
５
日
に
帰

国
し
て
い
た
。
州
保
健
局
に

よ
る
と
、
女
性
は
帰
伯
後
に

発
熱
な
ど
の
症
状
が
出
て
、

州
都
サ
ル
バ
ド
ー
ル
市
の
私

立
病
院
で
受
診
し
た
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
疑
い
で

採
取
さ
れ
た
女
性
の
体
液
は

リ
オ
市
の
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
ク

ル
ス
研
究
所
（
Ｆ
ｉ
ｏ
ｃ
ｒ

ｕ
ｚ
）
に
送
ら
れ
、
６
日
に

感
染
が
確
認
さ
れ
た
。

　
【
既
報
関
連
】
バ
イ
ー
ア

州
保
健
局
は
６
日
朝
、
同
州

フ
ェ
イ
ラ
・
デ
・
サ
ン
タ
ー

ナ
市
に
住
む
３
４
歳
の
女

性
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

１
９
）
に
感
染
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
午
後
の
伯
国

保
健
省
の
会
見
で
も
、
聖
州

在
住
の
感
染
者
が
４
人
増
え

た
。
こ
れ
で
伯
国
内
の
感
染

者
は
１
３
人
に
な
っ
た
。
６

日
付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が

報
じ
て
い
る
。

　

バ
イ
ー
ア
州
の
女
性
は
イ

バ
イ
ー
ア
１
人
、
聖
州
４
人
増

女
性
殺
人
が
７
・３
％
増
加

Ｄ
Ｆ
在
住
女
性
も
確
認
待
ち

７
６
８
人
だ
。
こ
れ
ま
で
に

擬
似
症
患
者
が
出
て
い
な
い

州
は
ア
ク
レ
、
ロ
ラ
イ
マ
、

ア
マ
パ
ー
、
ト
カ
ン
チ
ン
ス

の
４
州
だ
け
で
、
残
る
２
３

州
と
Ｄ
Ｆ
で
は
少
な
く
と
も

１
人
以
上
の
擬
似
症
患
者
も

し
く
は
感
染
者
が
出
て
い
る

が
、
オ
リ
ベ
イ
ラ
局
長
は
、

「
感
染
経
路
を
特
定
で
き
な

い
よ
う
な
感
染
者
は
出
て
い

な
い
」
と
し
、
国
内
で
の
ウ

イ
ル
ス
拡
散
を
抑
制
す
る
た

め
の
基
本
戦
略
は
変
え
な
い

と
し
て
い
る
。

　

保
健
省
は
、
国
民
に
対
し

て
頻
繁
な
手
洗
い
や
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
ジ
ェ
ル
の
使

用
、
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る

と
き
は
口
と
鼻
を
服
の
袖
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
覆
う
、
自
分

の
耳
鼻
口
を
触
ら
な
い
な
ど

の
注
意
事
項
を
周
知
す
る
に

と
ど
め
て
い
る
。

ド
ル
＝
４
・
０
１
４
レ
ア
ル

よ
り
１
５
・
９
％
高
く
な
っ
た

（
レ
ア
ル
で
見
る
と
目
減
り
）

こ
と
に
な
る
。

　

レ
ア
ル
は
為
替
市
場
で
取

引
さ
れ
る
３
４
通
貨
中
、
最

も
目
減
り
し
て
い
る
。
ワ
ー

ス
ト
２
〜
５
は
ア
フ
リ
カ
南

部
エ
ワ
テ
ィ
ニ
の
通
貨
リ
ラ
ン

ゲ
ニ
な
ど
の
１
１
％
減
だ
か

ら
、
レ
ア
ル
の
下
げ
幅
の
大

き
さ
が
わ
か
る
。
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
の
シ
ル
ヴ
ィ
オ・
カ
ン
ポ
ス・

ネ
ッ
ト
氏
は
、「
伯
国
通
貨
が

こ
こ
ま
で
強
い
圧
力
を
受
け

た
の
は
記
憶
に
な
い
」
と
語
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
株

価
も
暴
落
し
た
。
サ
ン
パ
ウ

ロ
平
均
株
価
指
数
（
Ｉ
Ｂ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ａ
）
は
前
日

比
で
４
・
６
５
％
下
が
り
、

１
０
万
２
２
３
３
ポ
イ
ン
ト

ルイス・エンリケ・マンデッタ保健相
（Antonio Cruz/Ag. Brasil）

ド
ル
の
イ
メ
ー
ジ

（Jorge Araujo/ Fotos Publicas

）

暴
落
は
数
日
間
で
２
桁
以
上

　

パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相

は
５
日
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、
２
０
２
０
年
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
最
大
０
・

５
％
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
う
る

と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
が
、
ト
ン
ネ
ル
に

入
る
道
路
に
出
来
て
い
た
穴

の
上
を
通
り
過
ぎ
た
際
、
カ

サ
ン
バ
（
荷
台
）
の
留
め
金

が
外
れ
、
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ

た
直
後
に
、
上
部
の
梁
に
引
っ

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
ト
ラ
ッ

ク
は
車
体
前
部
が
大
き
く
持

ち
上
が
っ
た
状
態
と
な
り
、

身
動
き
が
取
れ
な
く
な
り
、

運
転
手
も
額
に
軽
い
け
が
を

し
た
が
、
夜
中
だ
っ
た
こ
と

が
幸
い
し
、
こ
れ
以
上
の
事

故
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
ト

ン
ネ
ル
崩
壊
の
危
険
性
は
な

い
と
い
う
が
、
気
に
な
る
と

こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
月
２
９
日
か
ら
運
行
を

ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
聖
市
モ
ノ

レ
ー
ル
１
５
号
線
が
、
６
日

に
運
行
再
開
に
向
け
た
テ
ス

ト
運
行
を
は
じ
め
た
。
こ
の

線
で
は
、
２
月
２
７
日
に
一

部
車
両
の
タ
イ
ヤ
が
破
損
す

る
事
故
が
発
生
。
製
造
会
社

が
全
車
両
の
点
検
を
勧
め
た

た
め
、
２
月
２
９
日
か
ら
運

行
が
停
止
さ
れ
て
い
る
。
６

日
付
伯
字
紙
に
よ
る
と
、
タ

イ
ヤ
が
破
損
し
た
原
因
は
ま

だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
が
、
大
丈
夫
か
。
再
開
を

待
た
さ
れ
る
市
民
の
イ
ラ
イ

ラ
は
わ
か
る
が
、
安
全
性
は

求
め
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
の
リ
ベ
ル
タ
ド
ー

レ
ス
杯
で
５
日
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

は
標
高
３
８
０
０
メ
ー
ト
ル

の
敵
地
ペ
ル
ー
で
行
わ
れ
た

対
ビ
ナ
シ
オ
ナ
ル
戦
で
１
点

を
先
取
し
た
が
、
逆
転
さ
れ
、

２
―
１
で
敗
れ
た
。
グ
ル
ー

プ
リ
ー
グ
の
初
戦
は
３
日
に

は
じ
ま
り
、
伯
国
か
ら
出
場

し
た
他
の
チ
ー
ム
は
全
て
、

勝
利
を
飾
っ
た
が
、
最
後
に

試
合
を
行
っ
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
は

そ
れ
に
続
く
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。
こ
の
後
の
試
合
で
の

巻
き
返
し
を
期
待
し
た
い
。

　

１
０
月
の
リ
オ
市
長
選
の
民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）

候
補
と
し
て
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

政
権
で
１
カ
月
半
、
大
統
領

府
総
務
室
長
官
を
務
め
た
グ

ス
タ
ヴ
ォ
・
ベ
ビ
ア
ー
ノ
氏
の

名
前
が
公
表
さ
れ
、
ウ
ィ
ル

ソ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
・
リ
オ

州
知
事
（
キ
リ
ス
ト
教
社
会

党
・
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
の
協
力
を
得

る
準
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る

と
、
６
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

聖
州
の
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ

ア
知
事
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
と

リ
オ
州
の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
知
事

が
、
ベ
ビ
ア
ー
ノ
氏
の
市
長

選
で
協
力
す
る
話
は
、
ベ
ビ

ア
ー
ノ
氏
本
人
と
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ

リ
オ
支
部
長
の
パ
ウ
ロ
・
マ

リ
ー
ニ
ョ
氏
が
仲
介
し
て
、

カ
ー
ニ
バ
ル
期
間
中
に
進
め

ら
れ
て
い
た
。

　

ベ
ビ
ア
ー
ノ
氏
は
、
以
前

は
社
会
自
由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）

の
副
党
首
で
、
２
０
１
８
年

の
大
統
領
選
の
際
は
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
の
選
挙
参
謀
を
務
め

た
。
そ
の
実
績
を
買
わ
れ
、

大
統
領
府
総
務
室
長
官
に
就

任
し
た
が
、
大
統
領
次
男
カ

ル
ロ
ス
氏
と
の
確
執
や
、
Ｐ

Ｓ
Ｌ
の
ペ
ル
ナ
ン
ブ
ッ
コ
州
支

部
や
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州

支
部
で
起
き
た
、
幽
霊
候
補

を
立
て
て
の
選
挙
割
当
金
不

正
受
給
の
責
任
を
追
及
さ
れ

た
こ
と
で
、
１
９
年
２
月
に

大
統
領
か
ら
解
任
さ
れ
た
。

以
来
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
と
は

対
立
関
係
に
あ
る
。

　

リ
オ
市
は
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
一

家
が
拠
点
と
す
る
選
挙
区
だ

が
、
１
０
月
の
市
長
選
に
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
新
党
「
ブ
ラ

ジ
ル
同
盟
」
が
参
加
で
き
る

見
込
み
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る

の
も
、
ベ
ビ
ア
ー
ノ
氏
の
出

馬
に
有
利
と
の
判
断
が
働
い

た
よ
う
だ
。

　

ベ
ビ
ア
ー
ノ
氏
は
５
日
、

自
身
が
参
加
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
、「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
リ

オ
州
、
リ
オ
市
を
無
視
し
た
」

「
彼
は
政
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
を

破
壊
し
、
無
所
属
に
な
っ
た
」

と
大
統
領
を
批
判
し
て
い
る
。

　

全
国
の
殺
人
事
件
な
ど
の

デ
ー
タ
を
解
析
し
た
結
果
、

１
９
年
の
女
性
殺
人
（
女
性

で
あ
る
が
故
に
殺
さ
れ
た
事

件
）
の
犠
牲
者
は
前
年
比
で

７
・
３
％
増
え
た
事
が
わ
か
っ

た
と
５
、６
日
付
伯
字
紙
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　

伯
国
治
安
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
伯
国
の

殺
人
事
件
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
１
９
年
の
殺
人
事
件
の

犠
牲
者
は
前
年
比
で
１
９
％

減
っ
た
。

　

ま
た
、
女
性
殺
人
か
否

か
を
区
別
せ
ず
、
単
純
に
女

性
が
殺
害
さ
れ
た
数
を
見
る

と
、
１
９
年
は
３
７
３
９
人

で
、
１
８
年
の
４
３
５
３
人

よ
り
１
４
％
減
っ
た
。
１
７

年
の
４
５
５
８
人
と
比
べ
れ

ば
、
１
８
％
の
減
少
だ
。

　

だ
が
、
女
性
で
あ
る
と

い
う
事
で
殺
さ
れ
た
女
性

殺
人
の
犠
牲
者
と
殺
害
さ

れ
た
女
性
に
占
め
る
割
合

は
、
１
７
年
の
１
０
４
６

人
（
２
２
・
９
％
）
以

降
、
１
８
年
１
２
２
５
人

（
２
８
・
１
％
）、
１
９
年

１
３
１
４
人
（
３
５
・
１
％
）

と
増
え
続
け
て
い
る
。
１
９

年
の
犠
牲
者
は
前
年
比
で

７
％
増
え
た
。

　

１
０
万
人
あ
た
り
の
殺
人

事
件
犠
牲
者
数
（
殺
人
発
生

率
）
を
女
性
に
限
定
し
て
み

る
と
、
発
生
率
が
最
も
高
い

の
は
、
１
０
万
人
あ
た
り
７

人
の
ア
ク
レ
州
で
、
最
も
低

い
の
は
、
１
０
万
人
あ
た
り

１
・９
人
の
聖
州
だ
っ
た
。

　

他
方
、
こ
れ
を
女
性
殺

人
に
限
っ
て
み
る
と
、
発
生

率
が
最
も
高
い
の
は
、
ア

ク
レ
州
と
ア
ラ
ゴ
ア
ス
州
の

１
０
万
人
あ
た
り
２
・
５
人

で
、
最
も
低
い
の
は
、
ア
マ

ゾ
ナ
ス
州
と
ト
カ
ン
チ
ン
ス

州
の
１
０
万
人
あ
た
り
０
・

６
人
だ
っ
た
。

　

１
９
年
の
場
合
、
殺
害
さ

れ
た
女
性
の
数
は
８
州
で
増

え
た
だ
け
だ
が
、
女
性
殺
人

の
犠
牲
者
は
、
１
６
州
で
増

え
た
と
い
う
。

　

家
庭
内
暴
力
や
失
恋
や
離

婚
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
相

手
に
狙
わ
れ
た
り
し
て
起
き

た
女
性
殺
人
は
、
１
５
年
３

月
の
法
改
正
で
厳
罰
化
さ
れ

た
が
、
女
性
殺
人
の
犠
牲
者

は
増
え
る
一
方
だ
。

　
一
般
の
殺
人
事
件
や
殺
害

さ
れ
た
女
性
の
数
は
減
っ
て
い

る
の
に
女
性
殺
人
が
増
え
て

お
り
、
殺
害
さ
れ
た
女
性
に

占
め
る
女
性
殺
人
の
犠
牲
者

の
割
合
も
増
し
て
い
る
事
は
、

女
性
殺
人
が
よ
り
厳
密
に
区

別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
故

で
も
あ
る
。

　

リ
オ
州
で
陪
審
裁
判
の

対
象
に
な
っ
た
女
性
殺
人

１
０
７
件
の
犠
牲
者
は

２
１
〜
４
０
歳
で
、
夜

か
未
明
に
殺
さ
れ
た
例
が

７
３
％
、
７
２
％
は
自
宅
で

殺
さ
れ
た
。
使
わ
れ
た
道
具

は
刃
物
４
４
％
、
銃
１
７
％

だ
っ
た
。
関
係
終
焉
を
受
け

止
め
ら
れ
な
い
事
が
原
因
で

起
き
た
事
件
は
３
３
％
だ
っ

た
と
い
う
。

　

元
リ
オ
州
知
事
セ
ル
ジ

オ
・
カ
ブ
ラ
ウ
氏
は
、 

何
件

も
の
汚
職
事
件
で
起
訴
さ
れ

て
お
り
、
複
数
の
裁
判
で
出

さ
れ
た
有
罪
判
決
の
禁
固
刑

の
年
数
は
既
に
合
計
１
０
０

年
を
超
え
て
い
る
。

　

そ
ん
な
カ
ブ
ラ
ウ
被
告
が

違
法
に
手
に
い
れ
て
、
ス
イ

ス
に
隠
し
持
っ
て
い
た
財
産

を
、
伯
国
検
察
と
ス
イ
ス
検

察
が
没
収
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
に

送
り
返
し
た
。
６
日
付
伯
字

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

伯
国
に
戻
さ
れ
た
財
産
は

４
・
５
キ
ロ
の
金
、
２
７
個

の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
な
ど
で
、

時
価
総
額
は
２
千
万
レ
ア
ル

（
約
４
億
８
千
万
円
）
以
上

と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

違
法
財
産
の
没
収
作
戦
に

は
、
伯
国
警
察
と
伯
国
国
税

庁
、
在
伯
イ
タ
リ
ア
大
使
館

の
助
力
も
あ
っ
た
。
没
収
さ

れ
、
伯
国
に
戻
さ
れ
た
財
産

は
、
伯
国
司
法
当
局
が
管
理

す
る
。

　

こ
れ
ら
の
財
産
の
存
在

は
、
も
と
も
と
は
、
犯
罪
組

織
か
ら
依
頼
を
受
け
、
ス
イ

ス
に
違
法
な
財
産
を
隠
す
作

業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
複

数
の
人
物
が
、
伯
国
の
捜
査

当
局
と
司
法
取
引
を
行
い
、

報
奨
付
供
述
の
一
部
と
し

て
、
カ
ブ
ラ
ウ
被
告
の
隠
し

財
産
の
存
在
と
具
体
的
な
隠

し
場
所
を
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
捜
査
班
に
教
え
た
こ
と
で

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

情
報
提
供
者
と
の
協
力
合

意
が
結
ば
れ
て
間
も
な
く
、

伯
国
検
察
は
ス
イ
ス
当
局
と

協
力
し
、
違
法
財
産
の
没
収

や
伯
国
へ
の
輸
送
の
た
め
の

手
続
き
を
開
始
し
た
。
ス
イ

ス
当
局
は
、
隠
し
財
産
の
伯

国
へ
の
返
還
が
完
了
す
る
ま

で
、
ダ
イ
ヤ
や
金
の
管
理
、

保
護
を
行
っ
た
。

　

伯
国
の
検
察
官
た
ち
は
３

日
に
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ

で
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
金
を
受

け
取
っ
た
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

上
の
理
由
か
ら
、
一
連
の
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
検
察
庁
が

公
開
す
る
ま
で
秘
密
に
さ
れ

た
。

外国為替市況
中銀サイトより

2月6日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.6329  R$
買　4.6321  R$

円相場
売　0.0440  R$
買　0.0440  R$

レアル最低、株下落、ＣＤＳ上昇

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
候
補
に
ベ
ビ
ア
ー
ノ
か

大
統
領
と
敵
対
の
元
選
挙
参
謀

殺
人
さ
れ
た
女
性
総
数
は
減
少
も

コロナウイルス

伯
国
内
の
感
染
者
は
１
３
人
に

（２）２０２０年 第５４４２号 ３月 ７日 （土曜日）

リオ市長選

カ
ブ
ラ
ウ
の
違
法
財
産
没
収

金
や
ダ
イ
ヤ
を
ス
イ
ス
に
隠
す

伯国検察

　

国
際
為
替
市
場

は
２
月
後
半
か
ら

不
安
定
な
状
況
が

続
い
て
い
る
が
、
５

日
の
為
替
市
場
は

１
２
日
連
続
と
な
る

レ
ア
ル
安
を
記
録
し

た
。

　

こ
の
日
は
一
時
、

４
・
６
６
７
レ
ア
ル

ま
で
下
が
っ
て
い
た

が
、
伯
国
中
銀
が

計
３
０
億
ド
ル
分
の

売
り
介
入
を
行
っ
た

た
め
、
４
・
６
５
１

レ
ア
ル
に
抑
え
ら
れ

た
。

　
こ
れ
で
、
２
０
２

０
年
に
入
っ
て
か
ら

の
ド
ル
は
、
昨
年
の

為
替
の
最
終
日
に
あ

た
る
１
２
月
３
０

日
に
記
録
し
た
１



　

６
３
０
０
年ね

ん

前ま
え

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
長

ち
ょ
う

江こ
う

（
揚よ

う

子す

江こ
う

）
流

り
ゅ
う

域い
き

に
巨き

ょ

大だ
い

文ぶ
ん

明め
い

が
誕た

ん

生じ
ょ
うし
て
い
た
事こ

と

が
近き

ん

年ね
ん

の
発は

っ

掘く
つ

調ち
ょ
う

査さ

で
明あ

き

ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文ぶ

ん

明め
い

や
エ
ジ
プ
ト
文ぶ

ん

明め
い

と
同ど

う

時じ

期き

か
さ
ら
に
古ふ

る

く
、
黄こ

う

河が

文ぶ
ん

明め
い

よ
り
も
千せ

ん

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うも
早は

や

い
。

長ち
ょ
う

江こ
う

の
水み

ず

の
循

じ
ゅ
ん

環か
ん

系け
い

を
利り

用よ
う

し
て
稲い

ね

を
栽さ

い

培ば
い

し
魚さ

か
な
を
捕と

る
稲い

な

作さ
く

漁ぎ
ょ

撈ろ
う

民み
ん

で
あ
り
、
自し

然ぜ
ん

と
共

き
ょ
う

生せ
い

す
る
「
再さ

い

生せ
い

と
循

じ
ゅ
ん

環か
ん

の
文ぶ

ん

明め
い

」
で
あ
っ
た
。

　

４
２
０
０
年ね

ん

前ま
え

に
起お

こ
っ
た
気き

候こ
う

の
寒か

ん

冷れ
い

化か

に
よ
っ
て
、
漢か

ん

民み
ん

族ぞ
く

の
ル
ー
ツ
に
つ
な
が
る
北ほ

っ

方ぽ
う

の
民た

み

が
南な

ん

下か

し
た
。
彼か

れ

ら
は

畑は
た

作さ
く

牧ぼ
く

畜ち
く

を
生な

り

業わ
い

と
し
、
自し

然ぜ
ん

を
切き

り
開ひ

ら

く
「
力ち

か
ら
と
闘と

う

争そ
う

の

文ぶ
ん

明め
い

」
の
民た

み

で
あ
っ
た
。
彼か

れ

ら
は
そ
の
武ぶ

力り
ょ
くで
長

ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

の
民た

み

を
雲う

ん

南な
ん

省し
ょ
うや
貴き

州し
ゅ
う

省し
ょ
うの
山さ

ん

岳が
く

地ち

帯た
い

に
追お

い
や
っ
た
。
こ
れ
が

今こ
ん
に
ち日
の
苗

ミ
ヤ
オ

族ぞ
く

な
ど
の
少

し
ょ
う

数す
う

民み
ん

族ぞ
く

で
あ
る
。

　

別べ
つ

の
一い

っ

派ぱ

は
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
と
な
っ
て
、
一い

ち

部ぶ

は
台た

い

湾わ
ん

の

原げ
ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

と
な
り
、
別べ

つ

の
一い

っ

派ぱ

は
日に

本ほ
ん

に
漂

ひ
ょ
う

着ち
ゃ
くし
て
、
稲い

な

作さ
く

農の
う

耕こ
う

の
弥や

よ

生い

時じ

代だ
い

を
も
た
ら
し
、
大や

ま

和と

朝ち
ょ
う

廷て
い

を
開ひ

ら

い
た
…

　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
起き

源げ
ん

に
関か

ん

す
る
こ
う
し
た
壮そ

う

大だ
い

な
仮か

説せ
つ

が
、
考こ

う

古こ

学が
く

や
人じ

ん

類る
い

学が
く

の
成せ

い

果か

を
も
と
に
学が

く

問も
ん

的て
き

に
検け

ん

証し
ょ
うさ
れ
つ
つ
あ

る
。
こ
れ
が
完か

ん

全ぜ
ん

に
立り

っ

証し
ょ
うさ
れ
れ
ば
、日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
劇げ

き

的て
き

な
影え

い

響き
ょ
うを
与あ

た

え
る
だ
ろ
う
。
今こ

ん

回か
い

は
こ
の
仮か

説せ
つ

に

迫せ
ま

っ
て
み
よ
う
。 日に

本ほ
ん

の
ル
ー
ツ
？ 

長ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

２００３年
ねん

８月
がつ

３日
か

版
ばん

　

１
９
９
６
年ね

ん

、
国こ

く

際さ
い

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ
ー
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

・
安や

す

田だ

喜よ
し

憲の
り

氏し

は
３
年ね

ん

も
の
交こ

う

渉し
ょ
う

期き

間か
ん

を
経へ

て
、
長

ち
ょ
う

江こ
う

流り
ゅ
う

域い
き

に
関か

ん

す

る
日に

っ

中ち
ゅ
う

共き
ょ
う

同ど
う

の
発は

っ

掘く
つ

調ち
ょ
う

査さ

に
こ
ぎ
つ
け
た
。
対た

い

象し
ょ
うと
し
た

の
は
長

ち
ょ
う

江こ
う

の
支し

流り
ゅ
う・
岷み

ん

江こ
う

流り
ゅ
う

域い
き

、
四し

川せ
ん

省し
ょ
う

成せ
い

都と

市し

郊こ
う

外が
い

の

龍り
ょ
う

馬う
ま

古こ

城じ
ょ
う

宝ほ
う

ト
ン
（
土つ

ち

へ
ん
に
敦あ

つ
し
）
遺い

跡せ
き

で
あ
る
。
測そ

く

量り
ょ
うし

て
み
る
と
、
こ
の
遺い

跡せ
き

は
長

ち
ょ
う

辺へ
ん

１
１
０
０
メ
ー
ト
ル
、
短た

ん

辺ぺ
ん

６
０
０
メ
ー
ト
ル
、
高た

か

さ
７
～
８
メ
ー
ト
ル
の
長

ち
ょ
う

方ほ
う

形け
い

の
城

じ
ょ
う

壁へ
き

に
守ま

も

ら
れ
た
巨き

ょ

大だ
い

都と

市し

だ
っ
た
。

　

城
じ
ょ
う

壁へ
き

の
断だ

ん

面め
ん

か
ら
採さ

い

取し
ゅ

し
た
炭た

ん

片ぺ
ん

を
放ほ

う

射し
ゃ

性せ
い

炭た
ん

素そ

に
よ
る

年ね
ん

代だ
い

測そ
く

定て
い

法ほ
う

で
調し

ら

べ
て
み
る
と
、
４
５
０
０
年ね

ん

前ま
え

の
も
の
で

あ
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
で
古こ

王お
う

国こ
く

が
誕た

ん

生じ
ょ
うし
、
イ
ン
ダ
ス
川が

わ

流
り
ゅ
う

域い
き

に
都と

市し

国こ
っ

家か

が
出

し
ゅ
つ

現げ
ん

し
た
の
と
同お

な

じ
時じ

期き

だ
っ
た
。

　

１
９
９
８
年ね

ん

か
ら
は
湖こ

南な
ん

省し
ょ
うの
城

じ
ょ
う

頭と
う

山ざ
ん

遺い

跡せ
き

の
学が

く

術じ
ゅ
つ

調
ち
ょ
う

査さ

が
開か

い

始し

さ
れ
た
。
直

ち
ょ
っ

径け
い

３
６
０
メ
ー
ト
ル
、
高た

か

さ
最さ

い

大だ
い

５

メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
正せ

い

円え
ん

の
城

じ
ょ
う

壁へ
き

に
囲か

こ

ま
れ
た
城

じ
ょ
う

塞さ
い

都と

市し

で
、

周し
ゅ
う

囲い

は
環か

ん

濠ご
う

に
囲か

こ

ま
れ
て
い
た
。
城

じ
ょ
う

壁へ
き

の
最さ

い

古こ

の
部ぶ

分ぶ
ん

は
今い

ま

か
ら
約や

く

６
３
０
０
年ね

ん

前ま
え

に
築ち

く

造ぞ
う

さ
れ
た
こ
と
が
判は

ん

明め
い

し
た
。

ま
た
約や

く

６
５
０
０
年ね

ん

前ま
え

の
も
の
と
思お

も

わ
れ
る
世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
水す

い

田で
ん

も
発は

っ

見け
ん

さ
れ
、
豊ほ

う

作さ
く

を
祈い

の

る
農の

う

耕こ
う

儀ぎ

礼れ
い

の
祭さ

い

壇だ
ん

と
見み

な
さ

れ
る
楕だ

円え
ん

形け
い

の
土つ

ち

壇だ
ん

も
見み

つ
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
出

し
ゅ
つ

土ど

し
た
花か

粉ふ
ん

の
分ぶ

ん

析せ
き

な
ど
、
環か

ん

境き
ょ
う

考こ
う

古こ

学が
く

的て
き

調ち
ょ
う

査さ

を
行お

こ
な
う
と
、
こ
れ
ら
の
都と

市し

が
栄さ

か

え
た
時じ

代だ
い

に
は
、
常

じ
ょ
う

緑り
ょ
く

広こ
う

葉よ
う

樹じ
ゅ

の
深ふ

か

い
森も

り

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
点て

ん

は
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
ダ
ス
、
黄こ

う

河が

の
各か

く

文ぶ
ん

明め
い

が
乾か

ん

燥そ
う

地ち

帯た
い

を
流な

が

れ
る
大た

い

河が

の
流

り
ゅ
う

域い
き

に
発は

っ

生せ
い

し
た
の
と
は
根こ

ん

本ぽ
ん

的て
き

に
異こ

と

な
っ
て
い
た
。

　

深ふ
か

い
森も

り

と
豊ゆ

た

か
な
川か

わ

と
青あ

お

々あ
お

と
し
た
水す

い

田で
ん

と
、、、
長

ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

の
民た

み

が
暮く

ら
し
て
い
た
風ふ

う

景け
い

は
、
城

じ
ょ
う

壁へ
き

さ
え
の
ぞ
け
ば
、
日に

本ほ
ん

の
昔む

か
しな
が
ら
の
な
し
か
し
い
風ふ

う

景け
い

と
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

　

長
ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

が
稲い

な

作さ
く

農の
う

耕こ
う

を
し
て
い
た
の
に
対た

い

し
、
他ほ

か

の
四よ

ん

大だ
い

文ぶ
ん

明め
い

が
畑は

た

作さ
く

農の
う

耕こ
う

を
し
て
い
た
と
い
う
の
も
、
決け

っ

定て
い

的て
き

な

違ち
が

い
で
あ
る
。
小こ

麦む
ぎ

や
大お

お

麦む
ぎ

は
、
極

き
ょ
く

端た
ん

に
言い

え
ば
、
秋あ

き

口ぐ
ち

に

畑は
た
けに
種た

ね

を
ま
い
て
お
け
ば
、
あ
と
は
た
い
し
た
手て

間ま

を
か
け
ず

に
育そ

だ

っ
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
単た

ん

純じ
ゅ
ん

労ろ
う

働ど
う

は
奴ど

隷れ
い

に
任ま

か

さ
れ
、

支し

配は
い

者し
ゃ

は
都と

市し

に
住す

ん
で
、
農の

う

奴ど

の
管か

ん

理り

を
す
る
と
い
う
階か

い

級き
ゅ
う

分ぶ
ん

化か

が
進す

す

み
や
す
い
。
都と

市し

は
交こ

う

易え
き

と
消

し
ょ
う

費ひ

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な

り
、
富と

み

と
武ぶ

力り
ょ
くを
蓄た

く
わ
え
る
役や

く

割わ
り

を
持も

つ
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
て
稲い

な

作さ
く

は
複ふ

く

雑ざ
つ

で
手て

間ま

が
か
か
る
。
苗な

わ

代し
ろ

を
つ
く
っ
て
イ
ネ
を
育そ

だ

て
、
水す

い

田で
ん

に
植う

え
替か

え
を
す
る
。
秋あ

き

に
実み

の

る
ま
で
に
水す

い

田で
ん

の
水み

ず

を
管か

ん

理り

し
、
田た

の
草く

さ

も
取と

ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
高こ

う

度ど

な
技ぎ

術じ
ゅ
つと
熟

じ
ゅ
く

練れ
ん

を
要よ

う

す
る
の
で
、
奴ど

隷れ
い

に
任ま

か

せ
て
は

お
け
ず
、
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

の
中な

か

で
の
助た

す

け
合あ

い
を
必ひ

つ

要よ
う

と
す
る
。
そ
こ

で
の
都と

市し

は
水み

ず

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
灌か

ん

漑が
い

の
セ
ン
タ
ー
と
し

て
成せ

い

立り
つ

し
、
さ
ら
に
豊ほ

う

穣じ
ょ
うを
祈い

の

る
祭さ

い

祀し

が
行お

こ
な
わ
れ
る
場ば

所し
ょ

と

し
て
発は

っ

展て
ん

し
て
い
く
。
お
そ
ら
く
祭さ

い

祀し

を
執と

り
行お

こ
な
う
者も

の

が
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
下し

た

で
身み

分ぶ
ん

の
分ぶ

ん

化か

は
畑は

た

作さ
く

農の
う

耕こ
う

社し
ゃ

会か
い

ほ
ど
に
は
進す

す

ま
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

７
６
０
０
年ね

ん

前ま
え

の
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

河か

姆ぼ

渡と

遺い

跡せ
き

か
ら
は
、
二に

羽わ

の
鳥と

り

が
五ご

重じ
ゅ
うの
円え

ん

と
し
て
描え

が

か
れ
た
太た

い

陽よ
う

を
抱だ

き
か
か

え
て
飛ひ

翔し
ょ
うす
る
図ず

柄が
ら

が
彫ほ

ら
れ
た
象ぞ

う

牙げ

製せ
い

品ひ
ん

が
出

し
ゅ
つ

土ど

し
た
。

８
０
０
０
年ね

ん

前ま
え

の
湖こ

南な
ん

省し
ょ
う

高こ
う

廟び
ょ
う

遺い

跡せ
き

か
ら
は
鳥と

り

と
太た

い

陽よ
う

が

描え
が

か
れ
た
土ど

器き

が
多た

数す
う

出し
ゅ
つ

土ど

し
て
い
る
。
長

ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

に
お
い

て
は
、
太た

い

陽よ
う

と
鳥と

り

が
信し

ん

仰こ
う

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

種た
ね

籾も
み

を
ま
き
、
苗な

え

床ど
こ

を
作つ

く

り
、
田た

植う

え
を
行お

こ
ない
、
刈か

り
取と

り
を
す
る
、
と
い
う
季き

節せ
つ

の
移う

つ

ろ
い
に
あ
わ
せ
て
、
複ふ

く

雑ざ
つ

な
農の

う

作さ

業ぎ
ょ
うを
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
稲い

な

作さ
く

農の
う

耕こ
う

民み
ん

に
と
っ
て
、
太た

い

陽よ
う

の
運う

ん

行こ
う

は
時と

き

を
図は

か

る
基き

準じ
ゅ
んで
あ
っ
た
。
同ど

う

時じ

に
太た

い

陽よ
う

は
イ
ネ
を

育そ
だ

て
る
恵め

ぐ

み
の
母は

は

で
も
あ
っ
た
。
太た

い

陽よ
う

信し
ん

仰こ
う

が
生う

ま
れ
た
の
も

当と
う

然ぜ
ん

で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
聖せ

い

な
る
太た

い

陽よ
う

を
運は

こ

ん
で
く
れ
る
の
が
鳥と

り

で
あ
っ
た
。
太た

い

陽よ
う

は
朝あ

さ

に
生う

ま
れ
て
、
夕ゆ

う

方が
た

に
没ぼ

っ

し
、
翌よ

く

朝あ
さ

に
再ふ

た
た
び
蘇

よ
み
が
える
。

太た
い

陽よ
う

の
永え

い

遠え
ん

の
再さ

い

生せ
い

と
循

じ
ゅ
ん

環か
ん

を
手て

助だ
す

け
す
る
も
の
こ
そ
鳥と

り

な
の

で
あ
る
。

　

太た
い

陽よ
う

信し
ん

仰こ
う

と
鳥と

り

信し
ん

仰こ
う

は
日に

本ほ
ん

神し
ん

話わ

で
も
見み

ら
れ
る
。
ま
ず

皇こ
う

室し
つ

の
祖そ

神し
ん

で
あ
る
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

は
日ひ

の
神か

み

、
す
な
わ
ち
太た

い

陽よ
う

神し
ん

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

東と
う

征せ
い

の
と
き
、
熊く

ま

野の

か

ら
大や

和ま
と

に
入は

い

る
険け

ん

路ろ

の
先せ

ん

導ど
う

と
な
っ
た
の
が
天て

ん

か
ら
下く

だ

さ
れ
た

「
八や

咫た

烏が
ら
す」
と
い
う
大お

お

烏が
ら
すで
あ
っ
た
。
日に

本ほ
ん

サ
ッ
カ
ー
協

き
ょ
う

会か
い

の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
て
も
よ
く
知し

ら
れ
て
い
る
。

　

景け
い

行こ
う

天て
ん

皇の
う

の
皇お

う

子じ

で
九

き
ゅ
う

州し
ゅ
うの
熊く

ま

襲そ

を
征せ

い

し
、
東と

う

国ご
く

の
蝦え

夷み
し

を
鎮ち

ん

定て
い

し
た
日や

ま

本と

武た
け
る

尊の
み
こ
とは
、
帰き

途と

、
伊い

勢せ

の
能の

褒ぼ

野の

で
没ぼ

っ

し
た
が
、
死し

後ご

、
八や

尋ひ
ろ

白し
ろ

智ち

鳥ど
り

（
大お

お

き
な
白は

く

鳥ち
ょ
う）
と
化か

し
て

天て
ん

の
か
な
た
へ
飛と

び
去さ

っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
伊い

勢せ

神じ
ん

宮ぐ
う

、
熱あ

つ

田た

神じ
ん

宮ぐ
う

な
ど
多お

お

く
の
神じ

ん

社じ
ゃ

で
は
、「
神し

ん

鶏け
い

」
が
日ひ

の
出で

を
告つ

げ

る
神か

み

の
使つ

か

い
と
し
て
大た

い

切せ
つ

に
さ
れ
て
い
る
。

　

約や
く

４
２
０
０
年ね

ん

前ま
え

に
気き

候こ
う

の
寒か

ん

冷れ
い

化か

・
乾か

ん

燥そ
う

化か

が
起お

こ
り
、

黄こ
う

河が

流り
ゅ
う

域い
き

の
民た

み

が
南な

ん

下か

し
て
長

ち
ょ
う

江こ
う

流り
ゅ
う

域い
き

に
押お

し
寄よ

せ
た
。
司し

馬ば

遷せ
ん

の
「
史し

記き

」
に
は
、
漢か

ん

民み
ん

族ぞ
く

の
最さ

い

古こ

の
王お

う

朝ち
ょ
う・
夏か

の
堯ぎ

ょ
う
・

瞬し
ゅ
ん・
禹う

と
い
う
三さ

ん

代だ
い

の
王お

う

が
、
中

ち
ゅ
う

原げ
ん

（
黄こ

う

河が

流り
ゅ
う

域い
き

）
か
ら
江こ

う

漢か
ん

平へ
い

野や

（
長

ち
ょ
う

江こ
う

と
漢か

ん

水す
い

が
合ご

う

流り
ゅ
うす
る
巨き

ょ

大だ
い

な
湿し

っ

地ち

帯た
い

）
に
進し

ん

出し
ゅ
つし
、
そ
こ
で
三さ

ん

苗び
ょ
うと
戦た

た
かい
、
こ
れ
を
攻こ

う

略り
ゃ
くし
た
と
い
う
記き

事じ

が
あ
る
。
三さ

ん

苗び
ょ
うと
は
今こ

ん

日に
ち

の
苗

ミ
ャ
オ

族ぞ
く

の
先せ

ん

祖ぞ

で
、
長

ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

を

担に
な

っ
た
民た

み

で
あ
る
と
見み

ら
れ
る
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
苗

ミ
ャ
オ

族ぞ
く

の
伝で

ん

説せ
つ

に
も
祖そ

先せ
ん

が
黄き

帝て
い

の
子し

孫そ
ん

と
戦

た
た
か
っ
た
と

い
う
話は

な
し
が
あ
る
。
黄き

帝て
い

と
は
漢か

ん

民み
ん

族ぞ
く

の
伝で

ん

説せ
つ

上じ
ょ
うの
帝て

い

王お
う

で
あ

る
。
苗

ミ
ャ
オ

族ぞ
く

の
祖そ

先せ
ん

は
黄こ

う

帝て
い

の
子し

孫そ
ん

と
戦

た
た
か
っ
て
、
敗や

ぶ

れ
、
首く

び

を
は

ね
ら
れ
た
と
い
う
。

　

長
ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

の
民た

み

が
逃に

げ
込こ

ん
だ
雲う

ん

南な
ん

省し
ょ
うで
は
龍り

ゅ
う
を
食た

べ
る

鳥と
り

を
守し

ゅ

護ご

神し
ん

と
す
る
伝で

ん

説せ
つ

が
あ
る
。
龍り

ゅ
う
は
畑は

た

作さ
く

牧ぼ
く

畜ち
く

の
漢か

ん

民み
ん

族ぞ
く

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
鳥と

り

と
龍り

ゅ
うと
の
戦た

た
かい
と
は
、
長

ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

と
漢か

ん

民み
ん

族ぞ
く

と
の
争あ

ら
そい
を
暗あ

ん

示じ

し
て
い
る
と
考か

ん
が
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
は
筆ひ

っ

者し
ゃ

の
想そ

う

像ぞ
う

だ
が
、
出い

ず

雲も

神し
ん

話わ

に
出で

て
く
る
八や

岐
ま
た
の

大お

蛇ろ
ち

も
龍り

ゅ
う
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
頭あ

た
ま
が
８
つ
に
分わ

か
れ
た

大だ
い

蛇じ
ゃ

を
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

の
弟

お
と
う
と・
戔

す
さ
の

嗚お

尊の
み
こ
とが
退た

い

治じ

し
て
、
人ひ

と

身み

御ご

供く
う

と
な
り
か
け
て
い
た
奇く

稲し
な

田だ

姫ひ
め

を
救す

く

い
、二ふ

た

人り

は
結む

す

ば
れ
る
、

と
い
う
物も

の

語が
た
りで
あ
る
。
大だ

い

蛇じ
ゃ

の
体た

い

内な
い

か
ら
出で

て
き
た
天

あ
め
の

叢む
ら

雲
く
も
の

剣つ
る
ぎは
、
後の

ち

に
皇こ

う

位い

を
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うす
る
三さ

ん

種し
ゅ

の
神じ

ん

器ぎ

の
一ひ

とつ
と
な
っ
た
。

八や

岐ま
た
の

大お

蛇ろ
ち

は
こ
の
世よ

の
悪あ

く

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うで
あ
り
、
草く

さ

薙な
ぎ
の

剣つ
る
ぎは
そ
の

悪あ
く

と
戦た

た
か
う
勇ゆ

う

気き

を
表あ

ら
わし
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。［
Ａ
］

　

馬う
ま

に
乗の

り
、
青せ

い

銅ど
う

の
武ぶ

器き

を
持も

っ
て
南な

ん

下か

し
て
き
た
畑は

た

作さ
く

牧ぼ
く

畜ち
く

の
民た

み

に
と
っ
て
、
長

ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

の
民た

み

は
敵て

き

で
は
な
か
っ
た
。
彼か

れ

ら
は
精せ

い

巧こ
う

な
玉

ぎ
ょ
く

器き

を
作つ

く

る
高こ

う

度ど

な
技ぎ

術じ
ゅ
つは
持も

っ
て
い
た
が
、
金き

ん

属ぞ
く

製せ
い

の
武ぶ

器き

は
持も

っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

金き
ん

属ぞ
く

器き

は
農の

う

耕こ
う

で
も
使つ

か

わ
れ
た
が
、
そ
れ
以い

上じ
ょ
うに
人ひ

と

を
殺こ

ろ

す
武ぶ

器き

と
し
て
発は

っ

展て
ん

し
た
。
長

ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

よ
り
遅お

く

れ
て
誕た

ん

生じ
ょ
うし

た
黄こ

う

河が

文ぶ
ん

明め
い

は
、
金き

ん

属ぞ
く

器き

を
使つ

か

い
始は

じ

め
て
か
ら
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
勢せ

い

力
り
ょ
く

を
広ひ

ろ

げ
て
い
っ
た
。
畑は

た

作さ
く

牧ぼ
く

畜ち
く

で
階か

い

級き
ゅ
う

分ぶ
ん

化か

し
た
社し

ゃ

会か
い

で
は
、

支し

配は
い

者し
ゃ

階か
い

級き
ゅ
うが
金き

ん

属ぞ
く

器き

に
よ
る
武ぶ

力り
ょ
くを
も
っ
て
下か

層そ
う

階か
い

級き
ゅ
うを

支し

配は
い

し
、
ま
た
近き

ん

隣り
ん

地ち

域い
き

を
侵し

ん

略り
ゃ
くし
て
支し

配は
い

を
広ひ

ろ

げ
て
い
く
。

収し
ゅ
う

奪だ
つ

と
侵し

ん

略り
ゃ
くの
中な

か

で
、
金き

ん

属ぞ
く

器き

を
作つ

く

る
技ぎ

術じ
ゅ
つは
さ
ら
に
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
発は

っ

展て
ん

し
普ふ

及き
ゅ
うし
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
階か

い

級き
ゅ
う

分ぶ
ん

化か

し
た
社し

ゃ

会か
い

で
あ
れ
ば
、
大た

い

量り
ょ
うの
奴ど

隷れ
い

を
兵へ

い

力り
ょ
くと
し
て
動ど

う

員い
ん

す
る
事こ

と

も

容よ
う

易い

で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
、
長

ち
ょ
う

江こ
う

の
稲い

な

作さ
く

漁ぎ
ょ

撈ろ
う

民み
ん

は
自し

然ぜ
ん

の
恵め

ぐ

み
の
中な

か

で
争あ

ら
そい
を
好こ

の

ま
な
い
文ぶ

ん

明め
い

を
築き

ず

い
て
い
た
。
イ
ン
ダ
ス
文ぶ

ん

明め
い

が

ま
だ
細さ

い

石せ
っ

器き

を
用も

ち

い
て
い
た
頃こ

ろ

、
彼か

れ

ら
は
す
で
に
精せ

い

巧こ
う

な
玉

ぎ
ょ
く

器き

を
作つ

く

る
技ぎ

術じ
ゅ
つを
持も

っ
て
い
た
。
し
か
し
平へ

い

和わ

で
豊ゆ

た

か
な
社し

ゃ

会か
い

の

中な
か

で
は
、金き

ん

属ぞ
く

器き

の
必ひ

つ

要よ
う

性せ
い

は
あ
ま
り
感か

ん

じ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

ま
た
平

び
ょ
う

等ど
う

な
社し

ゃ

会か
い

で
は
、
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

の
中な

か

か
ら
一い

ち

時ど
き

に
大た

い

量り
ょ
うの
戦せ

ん

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

漢か
ん

民み
ん

族ぞ
く

の
黄こ

う

河が

文ぶ
ん

明め
い

よ
り
千せ

ん

年ね
ん

以い

上じ
ょ
う

も
前ま

え

に
栄さ

か

え
て
い
た

                           

長ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

こ
そ
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
ル
ー
ツ
か
も
知し

れ
な
い
。

（３） ２０２０年第５４４２号 	 ３月	 ７日	（土曜日）

闘と
う

員い
ん

を
動ど

う

員い
ん

す
る
事こ

と

に
も
慣な

れ
て
い
な
か
っ
た
と
思お

も

わ
れ
る
。

　

収
し
ゅ
う

奪だ
つ

と
侵し

ん

略り
ゃ
くに
長た

け
た
北ほ

っ

方ぽ
う

の
民た

み

が
、
馬う

ま

と
金き

ん

属ぞ
く

製せ
い

武ぶ

器き

を
も
っ
て
現あ

ら
わ
れ
た
時と

き

、
長

ち
ょ
う

江こ
う

の
民た

み

は
と
う
て
い
敵て

き

し
得え

な
か
っ

た
。
平へ

い

和わ

に
慣な

れ
た
文ぶ

ん

明め
い

が
、
武ぶ

力り
ょ
くを
誇ほ

こ

る
北ほ

っ

方ぽ
う

の
蛮ば

ん

族ぞ
く

に

敗や
ぶ

れ
る
と
い
う
図ず

式し
き

は
、
ロ
ー
マ
帝て

い

国こ
く

対た
い

ゲ
ル
マ
ン
民み

ん

族ぞ
く

、
さ

ら
に
は
後の

ち

の
中

ち
ゅ
う

華か

帝て
い

国こ
く

対た
い

蒙も
う

古こ

・
満ま

ん

洲し
ゅ
う

族ぞ
く

と
の
戦た

た
かい
に
も
共

き
ょ
う

通つ
う

し
て
見み

ら
れ
た
現げ

ん

象し
ょ
うで
あ
る
。

　

漢か
ん

民み
ん

族ぞ
く

の
南な

ん

下か

に
よ
っ
て
長

ち
ょ
う

江こ
う

の
民た

み

は
次し

第だ
い

に
雲う

ん

南な
ん

省し
ょ
うな
ど

の
奥お

く

地ち

に
追お

い
つ
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
子し

孫そ
ん

と
見み

ら
れ
る

苗ミ
ャ
オ

族ぞ
く

は
今い

ま

で
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
少

し
ょ
う

数す
う

民み
ん

族ぞ
く

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
村む

ら

を
訪お

と
ず
れ
る
と
高た

か

床ゆ
か

式し
き

の
倉そ

う

庫こ

が
立た

ち
並な

ら

び
、
ま
る
で
日に

本ほ
ん

の

弥や
よ

生い

時じ

代だ
い

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
風ふ

う

景け
い

だ
と
い
う
。

倉そ
う

庫こ

に
上あ

が
る
木き

の
階か

い

段だ
ん

は
、
弥や

よ

生い

時じ

代だ
い

の
登と

呂ろ

遺い

跡せ
き

と
同お

な

じ
で
あ
る
。
か
つ
て
の
水す

い

田で
ん

耕こ
う

作さ
く

を
山さ

ん

岳が
く

地ち

で
も
続つ

づ

け
る
た
め

に
、
急

き
ゅ
う

勾こ
う

配ば
い

の
山さ

ん

地ち

に
棚た

な

田だ

を
作つ

く

っ
て
い
る
の
も
、
日に

本ほ
ん

と
同ど

う

様よ
う

で
あ
る
。

　

苗
ミ
ャ
オ

族ぞ
く

が
住す

む
雲う

ん

南な
ん

省し
ょ
うと
日に

本ほ
ん

の
間あ

い
だで
は
、
従

じ
ゅ
う

来ら
い

か
ら
多お

お

く

の
文ぶ

ん

化か

的て
き

共き
ょ
う

通つ
う

点て
ん

が
指し

摘て
き

さ
れ
て
い
た
。
味み

噌そ

、
醤

し
ょ
う

油ゆ

、
な

れ
寿ず

司し

な
ど
の
発は

っ

酵こ
う

食し
ょ
く

品ひ
ん

を
食た

べ
、
漆う

る
し
や
絹き

ぬ

を
利り

用よ
う

す
る
。

主お
も

な
タ
ン
パ
ク
源げ

ん

は
魚さ

か
なで
あ
り
、
日に

本ほ
ん

の
長な

が

良ら

川が
わ

の
鵜う

飼か

い
と

そ
っ
く
り
の
漁り

ょ
うが
行お

こ
なわ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
明め

い

治じ

時じ

代だ
い

に
東ひ

が
し
ア
ジ
ア
の
人じ

ん

類る
い

学が
く

調ち
ょ
う

査さ

で
先せ

ん

駆く

的て
き

な

業ぎ
ょ
う

績せ
き

を
残の

こ

し
た
鳥と

り

居い

竜り
ゅ
う

蔵ぞ
う

は
、
実じ

っ

地ち

調ち
ょ
う

査さ

か
ら
台た

い

湾わ
ん

の
先せ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

族ぞ
く

・
生せ

い

番ば
ん

族ぞ
く

と
雲う

ん

南な
ん

省し
ょ
うの
苗

ミ
ャ
オ

族ぞ
く

が
同お

な

じ
祖そ

先せ
ん

を
持も

つ
同ど

う

根こ
ん

の
民み

ん

族ぞ
く

で
あ
る
と
い
う
仮か

説せ
つ

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
て
い
る
。

　

長
ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

の
民た

み

が
漢か

ん

民み
ん

族ぞ
く

に
圧あ

っ

迫ぱ
く

さ
れ
て
、
上

じ
ょ
う

流り
ゅ
う

域い
き

の
民た

み

は
雲う

ん

南な
ん

省し
ょ
うな
ど
の
山さ

ん

岳が
く

地ち

帯た
い

に
逃の

が

れ
て
苗

ミ
ャ
オ

族ぞ
く

と
な
り
、
下か

流
り
ゅ
う

域い
き

に
住す

む
一い

ち

族ぞ
く

は
海う

み

を
渡わ

た

っ
て
台た

い

湾わ
ん

や
日に

本ほ
ん

に
逃の

が

れ
た
、
と
す

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
人じ

ん

類る
い

学が
く

的て
き

発は
っ

見け
ん

は
す
べ
て
合ご

う

理り

的て
き

に
説せ

つ

明め
い

し

う
る
の
で
あ
る
。

　

日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

で
は
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

の
孫ま

ご

に
あ
た
る
天て

ん

孫そ
ん

・
瓊に

瓊に

杵ぎ
の

尊み
こ
とは
高た

か

天ま
が

原は
ら

か
ら
南

み
な
み

九き
ゅ
う

州し
ゅ
うの
高た

か

千ち

穂ほ

の
峰み

ね

に
降こ

う

臨り
ん

さ

れ
、
そ
こ
か
ら
住す

み
良よ

い
土と

地ち

を
求も

と

め
て
、
鹿か

児ご

島し
ま

・
薩さ

つ

摩ま

半は
ん

島と
う

先せ
ん

端た
ん

の
笠か

さ

狭さ

崎の
み
さ
きに
移う

つ

り
、
こ
の
地ち

に
住す

ん
で
い
た
木こ

の

花は
な

之の

開さ
く

耶や

姫ひ
め

を
后き

さ
きと
す
る
。

　

天て
ん

孫そ
ん

降こ
う

臨り
ん

の
場ば

所し
ょ

が
な
ぜ
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

の
辺へ

ん

境き
ょ
うの
南

み
な
み

九き
ゅ
う

州し
ゅ
うで

あ
る
の
か
、
こ
の
質し

つ

問も
ん

に
真し

ん

剣け
ん

に
答こ

た

え
よ
う
と
し
た
研け

ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ

は
少す

く

な
か
っ
た
。
ど
う
せ
架か

空く
う

の
神し

ん

話わ

だ
と
一い

っ

蹴し
ゅ
うさ
れ
て
き
た

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ど
う
に
で
も
創そ

う

作さ
く

し
う
る
架か

空く
う

の
神し

ん

話わ

な
ら
、
た
と
え
ば
富ふ

士じ

山さ
ん

に
で
も
降こ

う

臨り
ん

し
た
と
す
れ
ば
、
皇こ

う

室し
つ

の
権け

ん

威い

を
も
っ
と
高た

か

め
る
こ
と
が
で
き
た
ろ
う
。

　

笠か
さ

狭さ

崎の
み
さ
きは
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
海う

み

を
渡わ

た

っ
て
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

に
や
っ
て
く

る
時と

き

に
漂

ひ
ょ
う

着ち
ゃ
くす
る
場ば

所し
ょ

と
し
て
知し

ら
れ
て
い
る
。
天て

ん

平ぴ
ょ
う

勝し
ょ
う

宝ほ
う

５
（
７
５
３
）
年ね

ん

に
鑑が

ん

真じ
ん

が
長

ち
ょ
う

江こ
う

を
下く

だ

っ
て
、
沖お

き

縄な
わ

を
経へ

て

漂ひ
ょ
う

着ち
ゃ
くし
た
の
は
、
笠か

さ

沙さ

か
ら
車く

る
まで
１
５
分ふ

ん

ほ
ど
の
距き

ょ

離り

に
あ

る
坊

ぼ
う
の

津つ

町ち
ょ
う

秋あ
き

目め

浦う
ら

で
あ
っ
た
。

　

漢か
ん

民み
ん

族ぞ
く

に
追お

わ
れ
た
長

ち
ょ
う

江こ
う

下か

流り
ゅ
うの
民た

み

の
一い

ち

部ぶ

は
、
船ふ

ね

で
大た

い

洋よ
う

に
乗の

り
出だ

し
、
黒く

ろ

潮し
お

に
乗の

っ
て
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

の
最さ

い

南な
ん

端た
ん

、
笠か

さ

狭さ

長
ちょう

江
こう

（wikimedia commons/Andrew Hitchcock - Flickr)

１
．
再さ

い

生せ
い

と
循じ

ゅ
ん

環か
ん

の
長ち

ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

２
．
森も

り

と
川か

わ

と
水す

い

田で
ん

と

９
．
幸こ

う

福ふ
く

な
る
邂か

い

逅こ
う

崎の
み
さ
きに
漂

ひ
ょ
う

着ち
ゃ
くし
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
日に

本ほ
ん

の
先せ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

と
宥ゆ

う

和わ

し
、
平へ

い

和わ

な
生せ

い

活か
つ

を
始は

じ

め
た
。
そ
の
笠か

さ

狭さ

崎の
み
さ
きの
地ち

の
記き

憶お
く

は
、
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

が
編へ

ん

纂さ
ん

さ
れ
た
時と

き

ま
で
強つ

よ

く
残の

こ

っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

鳥と
っ

取と
り

県け
ん

の
角す

み

田だ

遺い

跡せ
き

は
弥や

よ

生い

時じ

代だ
い

中ち
ゅ
う

期き

の
も
の
で
あ
る

が
、
羽は

根ね

飾か
ざ

り
を
つ
け
た
数す

う

人に
ん

の
漕こ

ぎ
手て

が
乗の

り
込こ

ん
だ
船ふ

ね

の
絵え

を
描え

が

い
た
土ど

器き

が
出

し
ゅ
つ

土ど

し
て
い
る
。
そ
れ
と
そ
っ
く
り
の

絵え

が
描え

が

か
れ
た
青せ

い

銅ど
う

器き

が
、
同ど

う

時じ

代だ
い

の
雲う

ん

南な
ん

省し
ょ
うの
遺い

跡せ
き

か
ら

出し
ゅ
つ

土ど

し
て
い
る
。
さ
ら
に
弥や

よ

生い

時じ

代だ
い

後こ
う

期き

の
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

荒あ
ら

尾お

南
み
な
み

遺い

跡せ
き

か
ら
出

し
ゅ
つ

土ど

し
た
土ど

器き

に
は
、
百

ひ
ゃ
く

人に
ん

近ち
か

い
人ひ

と

が
乗の

れ
る
大お

お

き
な
船ふ

ね

が
描え

が

か
れ
て
い
る
。
長

ち
ょ
う

江こ
う

で
育そ

だ

っ
た
民た

み

は
、
す
で
に
高こ

う

度ど

な
造ぞ

う

船せ
ん

と
航こ

う

海か
い

の
技ぎ

術じ
ゅ
つを
駆く

使し

し
て
、
日に

本ほ
ん

近き
ん

海か
い

ま
で
渡と

来ら
い

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
瓊に

瓊に

杵ぎ
の

尊み
こ
との
曾ひ

孫ま
ご

に
あ
た
る
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

も
、
船せ

ん

団だ
ん

を
組く

ん
で
瀬せ

戸と

内な
い

海か
い

を
渡わ

た

り
、
浪な

に

速わ

国の
く
にに
上

じ
ょ
う

陸り
く

さ
れ
た
の
で
あ
る
。［
Ｂ
］

　

当と
う

時じ

の
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

に
は
縄

じ
ょ
う

文も
ん

文ぶ
ん

明め
い

が
栄さ

か

え
て
い
た
。
た
と

え
ば
青あ

お

森も
り

県け
ん

の
三さ

ん

内な
い

丸ま
る

山や
ま

遺い

跡せ
き

は
約や

く

５
５
０
０
年ね

ん

前ま
え

か
ら

１
５
０
０
年ね

ん

間か
ん

栄さ
か

え
た
巨き

ょ

大だ
い

集し
ゅ
う

落ら
く

跡あ
と

で
、
高た

か

さ
１
０
Ｍ
以い

上じ
ょ
う、
長な

が

さ
最さ

い

大だ
い

３
２
Ｍ
も
の
巨き

ょ

大だ
い

木も
く

造ぞ
う

建け
ん

築ち
く

が
整せ

い

然ぜ
ん

と
並な

ら

び
、

近ち
か

く
に
は
人じ

ん

工こ
う

的て
き

に
栽さ

い

培ば
い

さ
れ
た
ク
リ
林ば

や
しが
生お

い
茂し

げ

り
、
ま
た

新に
い

潟が
た

か
ら
日に

っ

本ぽ
ん

海か
い

を
越こ

え
て
取と

り
寄よ

せ
た
ヒ
ス
イ
に
穴あ

な

を
あ
け

て
、
首く

び

飾か
ざ

り
を
作つ

く

っ
て
い
た
。［
Ｃ
］

　

日に

本ほ
ん

の
縄

じ
ょ
う

文も
ん

の
民た

み

は
森も

り

と
海う

み

か
ら
食

し
ょ
く

物も
つ

を
得え

て
、
自し

然ぜ
ん

と

の
共

き
ょ
う

生せ
い

を
大た

い

切せ
つ

に
す
る
文ぶ

ん

明め
い

を
持も

っ
て
い
た
。
そ
こ
に
や
っ
て

き
た
長

ち
ょ
う

江こ
う

の
民た

み

も
、
稲い

ね

を
栽さ

い

培ば
い

し
魚さ

か
な
を
捕と

る
稲い

な

作さ
く

漁ぎ
ょ

撈ろ
う

民み
ん

で

あ
っ
た
。
両

り
ょ
う

者し
ゃ

と
も
に
自し

然ぜ
ん

と
の
共

き
ょ
う

生せ
い

を
原げ

ん

則そ
く

と
す
る
「
再さ

い

生せ
い

考こ
う

古こ

学が
く

的て
き

、
人じ

ん

類る
い

学が
く

的て
き

な
立り

っ

証し
ょ
うが
進す

す

め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
か
つ

て
古こ

代だ
い

ギ
リ
シ
ャ
の
詩し

人じ
ん

ホ
メ
ロ
ス
の
叙じ

ょ

事じ

詩し

に
出で

て
く
る
ト

ロ
イ
ア
の
都み

や
こは
伝で

ん

説せ
つ

上じ
ょ
うの
存そ

ん

在ざ
い

と
考か

ん
が
え
ら
れ
て
い
た
が
、
子こ

供ど
も

の
時と

き

か
ら
そ
の
実じ

つ

在ざ
い

を
信し

ん

じ
て
い
た
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
に
よ
っ
て
遺い

跡せ
き

が
発は

っ

掘く
つ

さ
れ
、
高こ

う

度ど

な
文ぶ

ん

明め
い

を
も
っ
て
実じ

つ

在ざ
い

し
た
こ
と
が
証

し
ょ
う

明め
い

さ
れ
た
。
長

ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

に
関か

ん

す
る
研け

ん

究き
ゅ
うが
進し

ん

展て
ん

し
て
、
日に

本ほ
ん

神し
ん

話わ

の
真し

ん

実じ
つ

性せ
い

を
立り

っ

証し
ょ
うす
る
日ひ

も
近ち

か

い
か
も
し
れ
な
い
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
７
１
）「
ま
が
た
ま
」
の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うす
る
も
の

　

ヒ
ス
イ
や
メ
ノ
ウ
な
ど
に
穴あ

な

を
あ
け
て
糸い

と

で
つ
な
げ
た
「
ま

が
た
ま
」
に
秘ひ

め
ら
れ
た
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

的て
き

・
政せ

い

治じ

的て
き

理り

想そ
う

と
は
。

Ｂ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
０
７
４
）「
お
お
み
た
か
ら
」
と
「
一ひ

と
つ
屋や

根ね

」
　

神し
ん

話わ

に
こ
め
ら
れ
た
建け

ん

国こ
く

の
理り

想そ
う

を
読よ

む
。

Ｃ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
３
４
）
共

き
ょ
う

生せ
い

と
循

じ
ゅ
ん

環か
ん

の
縄

じ
ょ
う

文も
ん

文ぶ
ん

化か

　

約や
く

５
５
０
０
年ね

ん

前ま
え

か
ら

１
５
０
０
年ね

ん

間か
ん

栄さ
か

え
た
青あ

お

森も
り

県け
ん

の
巨き

ょ

大だ
い

集し
ゅ
う

落ら
く

跡あ
と

、
三さ

ん

内な
い

丸ま
る

山や
ま

遺い

跡せ
き

の
発は

っ

掘く
つ

は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
イ
メ
ー
ジ
に
衝

し
ょ
う

撃げ
き

を
与あ

た

え
た
。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
安や

す

田だ

喜よ
し

憲の
り

、「
古こ

代だ
い

日に

本ほ
ん

の
ル
ー
ツ
長

ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

の

謎な
ぞ

」、
青せ

い

春し
ゅ
ん

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

、
Ｈ

１
５

３
．
平び

ょ
う

等ど
う

な
稲い

な

作さ
く

共き
ょ
う

同ど
う

体た
い

４
．
太た

い

陽よ
う

と
鳥と

り

の
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ゅ
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い
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ん
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ゅ
う

民み
ん

、

        

そ
し
て
弥や
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生い

時じ
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い

の
日に

本ほ
ん

６
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収し

ゅ
う
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つ

と
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ん

略り
ゃ
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の
黄こ

う
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文ぶ
ん
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対た
い
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う

で
き
な
か
っ
た
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ょ
う
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う

文ぶ
ん

明め
い

８
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日に

本ほ
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っ
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へ

と
循

じ
ゅ
ん

環か
ん

の
文ぶ

ん

明め
い

」
で
あ
っ
た
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こ
の
両

り
ょ
う

者し
ゃ

の
出で
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い
は
「
幸こ

う

福ふ
く

な
邂か

い

逅こ
う

」
と
言い

う
べ
き
だ
ろ
う
。
瓊に

瓊に

杵ぎ
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后き

さ
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れ
た

と
い
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と

が
そ
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象

し
ょ
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い
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神じ
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皇の
う

が
九

き
ゅ
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ゅ
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ら
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ま
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ら
れ
た
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く

単た
ん
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そ
あ
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が
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ん
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い
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た
よ
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な
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ん
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く
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ん

の
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で
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を
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ら

う
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う
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う

と
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う
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う
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は
見み
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れ
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い
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と

々び
と

が
み
な
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あ
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せ
に
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か
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く
く
ら

せ
る
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う
に
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と
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ま
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八
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め
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す
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の
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べ
て
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た
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い
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族ぞ
く
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よ
う
に
仲な

か

よ
く
く
ら
そ
う
で
は
な
い
か
。
な
ん

と
、楽た

の

し
く
う
れ
し
い
こ
と
だ
ろ
う
か
。

［
Ｂ
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神じ
ん

武む

天て
ん

皇の
う

が
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く
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さ
れ
た
時と

き

の
み
こ

と
の
り
で
あ
る
。
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な
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ん
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ん

こ

そ
、
わ
が
国く

に

の
国こ

っ

家か

と
し
て
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ま
り
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あ
っ
た
。
わ
が
国く

に

は
縄

じ
ょ
う
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ん
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と
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ち
ょ
う
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う
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い

と
い
う
二ふ
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つ
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「
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い
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と
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じ
ゅ
ん

環か
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ん
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」
の
「
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う

福ふ
く

な
邂か

い

逅こ
う

」
か
ら
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ま
れ
た
と
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え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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ょ
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ち
ょ
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い

の
発は

っ
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ん

か
ら
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ま
れ
た
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う
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な
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で
あ
り
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な
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Gabinete japonês aprova medida 
que permite revogar visto de 
turistas da China e Coreia do Sul

China e Coreia do Sul comentam 
medida japonesa de impor 
quarentena a visitantes

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Novo coronavírus (06/03/2020)

Novo coronavírus (06/03/2020)

O gabinete japonês apro-
vou, na sexta-feira, uma 
medida que torna possível 
o governo invalidar vistos 
de pessoas vindas da China 
e Coreia do Sul. A decisão 
faz parte das medidas que 
têm como objetivo evitar a 
disseminação do novo co-
ronavírus.
O governo japonês irá 
cancelar os vistos a partir 
da próxima segunda-feira. 

A chancelaria sul-corea-
na lamentou a decisão do 
Japão de impor quarentena 
de duas semanas aos visi-
tantes da Coreia do Sul.
Em uma declaração emiti-
da na sexta-feira, o minis-
tério lamentou o que des-
creveu como uma medida 
injusta e excessiva. Acres-
centou que conversações 
realizadas entre os dois 
países tinham sido insufi-

Todos os cidadãos estran-
geiros que vierem desses 
dois países terão a entrada 
negada no Japão, caso não 
possuírem novos vistos.
Atualmente, os viajantes 
da Coreia do Sul, Hong 
Kong e Macau não preci-
sam de visto para a perma-
nência curta de até 90 dias. 
Contudo, eles terão que ter 
visto a partir da próxima 
semana.

cientes.
A declaração cita, também, 
que a prioridade máxima 
do governo é a manuten-
ção da saúde e segurança 
de seus cidadãos, e que 
Seul poderá tomar ações 
em resposta à medida do 
Japão.
Atualmente, o alerta para 
viagens ao Japão adotado 
pelo governo sul-coreano é 
do nível mais baixo, mas o 

Agora, autoridades japo-
nesas estão examinando os 
pedidos cuidadosamente, 
e poucos vistos têm sido 
emitidos para as pessoas 
dessas duas nações.
Segundo o governo, os vis-
tos de turistas estrangeiros 
que se encontram atual-
mente no Japão terão sua 
validade revogada assim 
que os indivíduos deixa-
rem o país.

ministério indicou que po-
derá elevar esse patamar.
Já o porta-voz da chance-
laria chinesa, Zhao Lijian, 
manifestou compreensão 
ao controle mais rigoroso 
do Japão contra turistas da 
China.
Ele falou em uma entrevis-
ta coletiva na quinta-feira, 
antes do anúncio do gover-
no japonês sobre a medida.
Zhao afirmou que tanto 

A medida estará em vigor 
até o final deste mês, Con-
tudo, a chancelaria japone-
sa diz que há possibilidade 
de o período ser prorroga-
do.
O governo diz que irá tra-
balhar com a China, Coreia 
do Sul e outros países para 
implementar medidas con-
tra o vírus em pontos de 
entrada no país.

a China quanto o Japão 
estão adotando medidas 
profissionais, apropriadas 
e com base científica para 
proteger a saúde e a segu-
rança de seus cidadãos e de 
estrangeiros. Ele afirmou 
acreditar que todos com-
preendem a medida.
Ele acrescentou que os 
dois lados mantêm comu-
nicação por meio de canais 
diplomáticos.

Governo do Japão cancela cerimônia 
em memória do desastre de 2011

Banco do Japão analisa possibilidade de auxiliar 
empresas atingidas pelo surto do coronavírus

Visita do presidente da China ao 
Japão é adiada

Casos do coronavírus no Japão 
ultrapassam 1.000

Novo coronavírus (06/03/2020)

Novo coronavírus (06/03/2020)

Novo coronavírus (05/03/2020)

Novo coronavírus (04/03/2020)

O governo japonês deci-
diu cancelar a cerimônia 
em memória das vítimas do 
desastre de 11 de março de 
2011, por causa do surto de 
coronavírus.
A decisão foi tomada duran-
te uma reunião do gabinete 

O Banco Central do Japão 
está analisando um novo 
programa financeiro para 
dar apoio a empresas seria-
mente atingidas pelo surto 
do coronavírus.
A iniciativa foi tomada de-
vido ao fato de que muitas 
firmas estão enfrentando 
queda acentuada nas ven-

O secretário-chefe do 
Gabinete japonês, Yoshihi-
de Suga, disse a repórteres 

O número de casos de 
coronavírus no Japão já 
chegava a 1.006 até as 17h 
de quarta-feira. Incluem-se 
aí os 706 casos do navio 
de cruzeiro Diamond Prin-
cess, ancorado no porto de 

realizada na sexta-feira. O 
governo acredita que este 
seja um momento crucial 
para conter a propagação 
do vírus.
A cerimônia havia sido 
marcada para a próxima 
quarta-feira, o nono aniver-

das devido à diminuição 
nas exportações para a Chi-
na, ao declínio no número 
de turistas estrangeiros e ao 
cancelamento de eventos.
O Banco do Japão planeja 
ajudar instituições financei-
ras que oferecem fundos a 
companhias que enfrentam 
problemas no fluxo de cai-

na quinta-feira que Tóquio 
e Pequim concordaram em 
adiar a visita oficial ao Ja-

Yokohama, nas proximida-
des de Tóquio.
O número é baseado em 
dados compilados pelo 
Ministério da Saúde, Tra-
balho e Bem-Estar Social e 
governos locais. Doze pes-

Presidente do COI diz que 
organização está comprometida 
com o sucesso de Tóquio 2020

Bolsa de Valores de Tóquio 
permanece volátil devido a 
temores sobre coronavírus

Vendas de máscaras cirúrgicas online aumentam 
antes da imposição de uma proibição

Novo coronavírus(04/03/2020)

Novo coronavírus (06/03/2020)

Novo coronavírus (06/03/2020)

O presidente do Comitê 
Olímpico Internacional, 
Thomas Bach, disse que 
a organização está “to-
talmente comprometida” 
com o sucesso dos Jogos 
de Tóquio, apesar do surto 
de coronavírus.
Bach apareceu perante a 
imprensa durante uma reu-
nião ordinária da diretoria 
executiva do Comitê na 
cidade suíça de Lausanne 
na terça-feira. É incomum 
que ele fale com repórteres 
antes que uma reunião te-
nha terminado.
A diretoria divulgou decla-
ração dizendo que o COI 
criou uma força tarefa con-
junta com o comitê organi-
zador dos Jogos, a cidade 
sede, Tóquio, o governo 
japonês e a Organização 
Mundial da Saúde.

Temores sobre o impac-
to do coronavírus sobre a 
economia global causaram 
grande volatilidade nas 
transações na Bolsa de Va-
lores de Tóquio.
O índice chave Nikkei ini-
ciou o pregão desta quarta-

Segundo funcionários do 
governo do Japão, vem 
aumentando o número 
de máscaras cirúrgicas à 
venda em sites de leilões 
e vendas pela internet. O 
aumento estaria relaciona-
do a uma futura proibição 
de revendas deste produto.
Segundo autoridades do 
ministério da Indústria, 
aproveitando-se da séria 
falta de máscaras, cam-
bistas estão conseguindo 
vendê-las por preços mais 

Bach disse que o COI 
está acompanhando “in-
formações regulares da 
força tarefa e permanece 
confidente com relação ao 
sucesso” dos Jogos de Tó-
quio, que devem ter início 
no final de julho.
Ele agradeceu a força tare-
fa pela “cooperação muito 
construtiva”. Acrescentou 
que o COI vai “continuar 
as consultas regulares com 
a força tarefa para ser ca-
paz de lidar com qualquer 
evento que possa ocorrer”.
Bach exortou todos os 
atletas a continuarem sua 
preparação para os Jogos 
“com grande confiança e 
força total”, acrescentando 
que o COI vai continuar 
a apoiá-los com atualiza-
ções regulares.

feira em baixa após uma 
queda na bolsa de Nova 
York. No entanto, o índice 
fechou a sessão da manhã 
com 21.156 pontos, um 
aumento de 74 pontos em 
relação ao fechamento de 
terça-feira.

altos.
As autoridades esperam 
que o número de itens sen-
do revendidos deve conti-
nuar aumentando até que a 
proibição entre em vigor, 
mas acrescentam que o 
aumento na oferta acabará 
por reduzir os preços das 
máscaras.
A medida poderá entrar 
em vigor já na semana que 
vem, com punição aos in-
fratores.

sário do terremoto e tsuna-
mi que foram seguidos de 
um acidente nuclear.
Mais de 20 mil pessoas 
morreram ou continuam na 
lista dos desaparecidos.
Na quarta-feira, o primeiro-
ministro do Japão, Shinzo 

xa.
Os formuladores de políti-
ca do Banco do Japão de-
vem se reunir em meados 
de março. Eles vão anali-
sar um segundo pacote de 
emergência que o governo 
deve elaborar até por vol-
ta da próxima terça-feira, 
e discutir os detalhes e o 

pão do presidente chinês, 
Xi Jinping, devido ao surto 
do coronavírus.

soas morreram, incluindo 
seis do navio de cruzeiro.
Por província, Hokkaido 
tem o maior número de 
casos, com 82; seguida por 
Aichi, com 41; Tóquio, 
com 40; Kanagawa, com 

Abe, e membros do gabi-
nete vão fazer orações em 
silêncio no exato momento 
em que o terremoto aconte-
ceu, há nove anos. Abe fará 
também um discurso em 
homenagem às vítimas.

momento de implementar o 
novo plano financeiro.
O governo já iniciou o for-
necimento de empréstimos 
de emergência a firmas por 
meio da Corporação Finan-
ceira do Japão, entre outras 
entidades.

A visita de Xi estava agen-
dada para o início de abril.

31; e Chiba, com 15.
A província de Yamaguchi, 
no oeste do Japão, anun-
ciou seu primeiro caso na 
quarta-feira de manhã.
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歌か

唱し
ょ
うに
つ
い

て
審し

ん

査さ

員い
ん

の
塩し

お

野の

彰あ
き
らさ
ん
は
、

「
余よ

裕ゆ
う

を
持も

っ
て
明あ

か

る
く
楽た

の

し
く
歌う

た
っ
て
い
た
。
楽た

の

し
い
歌う

た

な
の
で
そ
こ
が
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

で
き
て
い

た
」
と
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

力り
ょ
くの
高た

か

さ
を
評

ひ
ょ
う

価か

し
た
。

　

安や
す

永な
が

さ
ん
を
指し

導ど
う

し
て
き

た
海か

い

藤と
う

司つ
か
ささ
ん
も
、「
以い

前ぜ
ん

の

ブ
ラ
ジ
ル
代だ

い

表ひ
ょ
うの
経け

い

験け
ん

を
経へ

て
自じ

信し
ん

が
つ
い
た
の
か
、
今こ

ん

回か
い

は
歌か

唱し
ょ
うに
自じ

分ぶ
ん

を
出だ

せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
以い

前ぜ
ん

は
自じ

分ぶ
ん

を
出だ

せ
ず
、
少す

こ

し
尻し

り

ご
み
し

た
感か

ん

じ
だ
っ
た
」
と
弟で

子し

の

成せ
い

長ち
ょ
う

具ぐ

合あ
い

に
目め

を
細ほ

そ

め
た
。

　

各か
く

部ぶ

門も
ん

の
優ゆ

う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

は
以い

下か

の
通と

お

り
。【
幼よ

う

年ね
ん

の
部ぶ

】
塚つ

か

田だ

ま
ゆ
み
【
寿

こ
と
ぶ
きの
部ぶ

】
八や

木ぎ

静し
ず

代よ

【
高こ

う

年ね
ん

の
部ぶ

Ａ
】
佐さ

藤と
う

吉き
ち

治じ

【
高こ

う

年ね
ん

の
部ぶ

Ｂ
】
海か

い

藤と
う

司つ
か
さ【
高こ

う

年ね
ん

の
部ぶ

Ｃ
】
海か

い

藤と
う

晶あ
き

子こ

【
青せ

い

壮そ
う

年ね
ん

の
部ぶ

Ａ
】
粕か

す

谷や

エ
ン
ヒ
ッ
ケ【
青せ

い

壮そ
う

年ね
ん

の
部ぶ

Ｂ
】

【
決け

っ

勝し
ょ
う

審し
ん

査さ

】
１
位い

安や
す

永な
が

幸ゆ
き

柄え

、
２
位い

木き
の

下し
た

光み
つ

江え

、
３

位い

佐さ

藤と
う

吉き
ち

治じ

。

　

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

基き

金き
ん

サ
ン
パ
ウ

ロ
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ
ー
（
洲す

崎ざ
き

勝ま
さ
る

所し
ょ

長ち
ょ
う）
と
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
う）
が
共

き
ょ
う

催さ
い

す

る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
×
日に

本ほ
ん

庭て
い

園え
ん

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
７
日か

、
８
日か

と
１
３

～
１
５
日に

ち

の
５
日か

間か
ん

（
午ご

後ご

６
時じ

半は
ん

～
午ご

後ご

９
時じ

）、
サ
ン

パ
ウ
ロ
市し

イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ
公こ

う

園え
ん

内な
い

の
日に

本ほ
ん

館か
ん

（A
v.P

ed
ro 

A
lvares C

abral S/N
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）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
（
以い

下か

、
Ｐ
Ｍ
）
と
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
で
制せ

い

作さ
く

し
た
映え

い

像ぞ
う

を
建た

て

物も
の

や
空く

う

間か
ん

な
ど
に
投と

う

影え
い

し
、
音お

ん

声せ
い

と
同ど

う

期き

さ
せ
る
技ぎ

術じ
ゅ
つの
総そ

う

称し
ょ
うの
こ
と
。

　

今こ
ん

回か
い

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
基き

金き
ん

サ
ン
パ
ウ
ロ
事じ

務む

所し
ょ

開か
い

設せ
つ

４
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と
文ぶ

ん

協き
ょ
う

創そ
う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

。
和わ

太だ
い

鼓こ

グ
ル
ー
プ
「
生し

ょ
う」（
木き

の

下し
た

節せ
つ

生お

代だ
い

表ひ
ょ
う）
と
Ｐ
Ｍ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
開か

い

催さ
い

中ち
ゅ
うは
午ご

後ご

７
時じ

か
ら

と
、
午ご

後ご

８
時じ

か
ら
）
を
は

じ
め
、
日に

っ

伯ぱ
く

の
文も

字じ

を
デ
ザ

イ
ン
し
た
作さ

く

品ひ
ん

、
和わ

室し
つ

の
雰ふ

ん

囲い

気き

と
日に

本ほ
ん

の
四し

季き

を
調

ち
ょ
う

和わ

さ
せ
た
作さ

く

品ひ
ん

、
東と

う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

に

ち
な
み
石せ

き

庭て
い

で
の
日に

っ

伯ぱ
く

ス
ポ

ー
ツ
を
テ
ー
マ
に
し
た
作さ

く

品ひ
ん

や
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
（
相そ

う

互ご

作さ

用よ
う

的て
き

）
な
作さ

く

品ひ
ん

な
ど
が

楽た
の

し
め
る
と
い
う
。

日
に

本
ほん

人
じん

司
し

会
かい

者
しゃ

の天
あま

尾
お

ヨシさん（左
ひだり

）とサブ
リナ・サトウ、ゲーム審

しん

判
ぱん

のニシヤマ・シュ
ウゴさん（From twitter）

　

ブ
ラ
ジ
ル
芸げ

い

能の
う

界か
い

初は
つ

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

司し

会か
い

者し
ゃ

で
人に

ん

気き

タ
レ

ン
ト
の
サ
ブ
リ
ナ
・
サ
ト
ウ

（
３
９
、
三さ

ん

世せ
い

）
が
今こ

ん

週
し
ゅ
う

末ま
つ

の
８
日か

（
日に

ち

）
か
ら
、
民み

ん

放ぽ
う

テ
レ
ビ
局き

ょ
く
レ
コ
ー
ル
（
聖せ

い

州し
ゅ
う

内な
い

チ
ャ
ン
ネ
ル
７
）
で
始は

じ

ま
る
、
新あ

ら

た
な
テ
レ
ビ
番ば

ん

組ぐ
み

「
ド
ミ
ン
ゴ
・
シ
ョ
ー
（D

O
-

M
IN

G
O

 SH
O

W

）」
に

出し
ゅ
つ

演え
ん

す
る
。
番ば

ん

組ぐ
み

は
３
カ

月げ
つ

間か
ん

、
毎ま

い

週し
ゅ
う

日に
ち

曜よ
う

日び

の
午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

～
午ご

後ご

２
時じ

に
放ほ

う

送そ
う

。

　

そ
の
中な

か

の
コ
ー
ナ
ー
「
メ

イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
ポ
ン

（M
A

D
E IN

 JA
P

Ã
O

）」

は
、
サ
ブ
リ
ナ
・
サ
ト
ウ
と

米べ
い

国こ
く

で
俳は

い

優ゆ
う

・
コ
メ
デ
ィ
ア
ン

と
し
て
活か

つ

躍や
く

す
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の

天あ
ま

尾お

ヨ
シ
さ
ん
が
司し

会か
い

を
担た

ん

当と
う

し
、
日に

本ほ
ん

の
バ
ラ
テ
ィ
ー
を

再さ
い

現げ
ん

す
る
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

芸げ
い

能の
う

人じ
ん

１
０
人に

ん

が
数す

う

週し
ゅ
う

間か
ん

、
日に

本ほ
ん

式し
き

の
家い

え

で
共

き
ょ
う

同ど
う

生せ
い

活か
つ

を
行お

こ
な

う
。
そ
の
間か

ん

、

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

に
触ふ

れ
つ
つ
様さ

ま

々ざ
ま

な
ゲ
ー
ム
に
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

し
、
賞

し
ょ
う

金き
ん

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン

タ
ー
（
日く

さ

下か

野の

良よ
し

武た
け

理り

事じ

長な
が

）
の
第だ

い

３
２
回か

い

定て
い

期き

総そ
う

会か
い

が
２
１
日に

ち

、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

ヴ
ィ
ラ
マ
リ
ア
ー
ナ
区く

の
同ど

う

セ

ン
タ
ー
（R

. M
anoel de 

P
aiva, 4

5

）
で
開ひ

ら

か
れ
る
。

二に

次じ

招し
ょ
う

集し
ゅ
うは
午ご

 ご後
２
時じ

。

　

議ぎ

題だ
い

は
２
０
１
９
年ね

ん

度ど

事じ

業ぎ
ょ
う

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

、
会か

い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

、
監か

ん

査さ

役や
く

の
意い

見け
ん

書し
ょ

の
承

し
ょ
う

認に
ん

、
２
０
２
０
年ね

ん

４
月が

つ

か
ら

２
０
２
２
年ね

ん

３
月が

つ

ま
で
の
役や

く

員い
ん

選せ
ん

挙き
ょ

、
２
０
２
０
年ね

ん

度ど

の

事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

、
予よ

算さ
ん

計け
い

画か
く

書し
ょ

の

承し
ょ
う

認に
ん

、
そ
の
他ほ

か

。

　

終
し
ゅ
う

了り
ょ
う

後ご

は
懇こ

ん

談だ
ん

会か
い

が
開ひ

ら

か

れ
る
。
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
く

付つ

き
と
な
る
た

め
、
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

は
必か

な
ら

ず
事じ

務む

局
き
ょ
く

に
出

し
ゅ
っ

欠け
つ

の
連れ

ん

絡ら
く

を
。

　

問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

会か
い

館か
ん（
１ 

１
・
５
５
７
９
・
６
５
１
３
）

ま
で
。

社し
ゃ

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｓ
の
礒い

そ

田だ

隆た
か

嗣し

代だ
い

表ひ
ょ
う

取と
り

締
し
ま
り

役や
く

に
よ
る
と
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で

行お
こ
なう
大だ

い

規き

模ぼ

な
Ｐ
Ｍ
イ
ベ
ン

ト
だ
と
数す

う

千せ
ん

万ま
ん

円え
ん

も
の
大た

い

金き
ん

が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
と

か
。
今こ

ん

回か
い

の
Ｐ
Ｍ
イ
ベ
ン
ト

に
か
か
っ
た
費ひ

用よ
う

に
つ
い
て

は
明め

い

言げ
ん

を
避さ

け
た
も
の
の
、

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

基き

金き
ん

サ
ン
パ
ウ
ロ

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ
ー
の
洲す

崎ざ
き

勝ま
さ
る

所し
ょ

長ち
ょ
うの
話は

な
し

で
は
「
近き

ん

年ね
ん

に

な
い
大お

お

き
な
予よ

算さ
ん

」
が
出で

た

こ
と
は
確た

し

か
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
日に

っ

系け
い

、
非ひ

日に
っ

系け
い

関か
ん

係け
い

な

く
、
大お

と
な人
と
子こ

供ど
も

が
一い

っ

緒し
ょ

に

な
っ
て
楽た

の

し
め
る
イ
ベ
ン
ト

に
な
り
そ
う
だ
。

　

大た
い

会か
い

審し
ん

査さ

委い

員い
ん

長ち
ょ
うを
務つ

と

め

た
川か

わ

合い

会か
い

長ち
ょ
うは
、「
優ゆ

う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

の
選せ

ん

出し
ゅ
つは
非ひ

常じ
ょ
うに
苦く

労ろ
う

し
た
。

ゼ
ロ
コ
ン
マ
い
く
つ
の
僅き

ん

差さ

。

誰だ
れ

が
優ゆ

う

勝し
ょ
うし
て
も
お
か
し
く

な
い
」
と
評ひ

ょ
うし
た
。

　

激げ
き

戦せ
ん

の
な
か
優ゆ

う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

に
選え

ら

ば
れ
た
安や

す

永な
が

さ
ん
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
堂ど

う

々ど
う

と
笑え

顔が
お

で
歌う

た

い

上あ

げ
、
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

式し
き

で
は
お
ど
け

て
み
せ
た
。
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

式し
き

後ご

に
取し

ゅ

材ざ
い

す
る
と
、「
日に

本ほ
ん

語ご

は
そ
ん

な
に
で
き
な
い
か
ら
恥は

ず
か

し
い
、
優ゆ

う

勝し
ょ
うに
は
自じ

分ぶ
ん

も
び
っ

く
り
し
て
い
ま
す
」
と
恥は

じ

ら
い

つ
つ
謙け

ん

遜そ
ん

し
、
舞ぶ

台た
い

上じ
ょ
うの
顔か

お

民み
ん

謡よ
う

界か
い

で
若わ

か

手て

が
急き

ゅ
う

成せ
い

長ち
ょ
う

第だ
い

５
回か

い

本ほ
ん

荘じ
ょ
う

追お
い

分わ
け

大た
い

会か
い

で

　

５
日か

夜よ
る

、
メ
デ
ィ
ア
向む

け

に
行お

こ
な
わ
れ
た
内な

い

覧ら
ん

会か
い

に
は
基き

金き
ん

の
洲す

崎ざ
き

所し
ょ

長ち
ょ
う、
文ぶ

ん

協き
ょ
うの
栗く

り

田た

ク
ラ
ウ
ジ
オ
日に

本ほ
ん

館か
ん

運う
ん

営え
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、
Ｐ
Ｍ
に
よ
る
空く

う

間か
ん

演え
ん

出し
ゅ
つな
ど
を
日に

本ほ
ん

や
海か

い

外が
い

で

手て

が
け
て
い
る
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ
の

礒い
そ

田だ

隆た
か

嗣し

代だ
い

表ひ
ょ
う

取と
り

締し
ま
り

役や
く

が

出し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

洲す

崎ざ
き

所し
ょ

長ち
ょ
うは
、
基き

金き
ん

と
し

て
ブ
ラ
ジ
ル
で
初は

じ

め
て
の
Ｐ

Ｍ
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、「
Ｐ

基き

金き
ん

45
周し

ゅ
う

年ね
ん

と
文ぶ

ん

協き
ょ
う

65
周し

ゅ
う

年ね
ん

で

日に

本ほ
ん

館か
ん

で
特と

く

別べ
つ

映え
い

像ぞ
う

イ
ベ
ン
ト

今こ
ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

か
ら
Ｔ
Ｖ
レ
コ
ー
ル
で

人に
ん

気き

サ
ブ
リ
ナ
・
サ
ト
ウ
が
新し

ん

番ば
ん

組ぐ
み

最さ
い

後ご

の
同ど

う

船せ
ん

者し
ゃ

会か
い

を
節ふ

し

目め

の
還か

ん

暦れ
き

に

第だ
い

９
回か

い

「
ぶ
ら
じ
る
丸ま

る

」
同ど

う

船せ
ん

者し
ゃ

会か
い

Ｍ
を
や
る
た
め
に
日に

本ほ
ん

館か
ん

を
選え

ら

ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
文ぶ

ん

協き
ょ
うと
一い

っ

緒し
ょ

に
何な

に

か
文ぶ

ん

化か

事じ

業
ぎ
ょ
う

を
し
た
い
と
考か

ん
が
え
た
と
こ
ろ

で
、
今こ

ん

回か
い

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
な
っ
た
」
と
同ど

う

イ
ベ
ン
ト

の
意い

義ぎ

を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
う。「
今こ

年と
し

行お
こ
なう

（
基き

金き
ん

の
）
４
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
うの
中な

か

で
は
、
今こ

ん

回か
い

が
メ

イ
ン
の
事じ

業ぎ
ょ
う。
日に

本ほ
ん

館か
ん

の
良よ

さ
を
見み

せ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
る
と
思お

も

う
」
と
期き

待た
い

す
る
。

　

ま
た
、
礒い

そ

田だ

代だ
い

表ひ
ょ
うは
「
最さ

い

高こ
う

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き

る
よ
う
に
準

じ
ゅ
ん

備び

し
て
き
た
」

と
意い

気き

込ご

み
を
見み

せ
、
５
日か

の
メ
デ
ィ
ア
向む

け
内な

い

覧ら
ん

会か
い

に
つ

い
て
は
「
思お

も

っ
た
以い

上じ
ょ
うに
反は

ん

応の
う

が
あ
っ
た
」
と
手て

応ご
た

え
を

感か
ん

じ
て
い
た
。

　

開か
い

催さ
い

中ち
ゅ
うの
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
うは
、

一い
っ

般ぱ
ん

１
５
レ
ア
ル
。
子こ

供ど
も

、 　

１
９
６
０
年ね

ん

３
月が

つ

１
３
日に

ち

サ
ン
ト
ス
港こ

う

に
到と

う

着ち
ゃ
くし
た
「
ぶ

ら
じ
る
丸ま

る

」
の
同ど

う

船せ
ん

者し
ゃ

会か
い

、

『
第だ

い

９
回か

い

「
ぶ
ら
じ
る
丸ま

る

」

同ど
う

船せ
ん

者し
ゃ

親し
ん

睦ぼ
く

会か
い

』
が
１
３

日に
ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
、
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
群ぐ

ん

馬ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（R
u

a São Jo
a-

q
u

im
, 5

2
6

）
で
開か

い

催さ
い

さ

れ
る
。
会か

い

費ひ

６
０
レ
ア
ル
。

　

主し
ゅ

催さ
い

の
松ま

つ

田だ

典の
り

仁ひ
と

さ
ん
は

「
皆み

な

も
う
高こ

う

齢れ
い

に
な
り
、
今こ

ん

回か
い

が
最さ

い

後ご

の
同ど

う

船せ
ん

者し
ゃ

会か
い

に
な

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
語か

た
っ
て

い
る
。

　

渡と

伯は
く

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

を

迎む
か

え
、
遠え

ん

方ぽ
う

は
ア
マ
ゾ
ン
地ち

方ほ
う

の
パ
ラ
ー
州し

ゅ
う
ト
メ
ア
ス
ー

郡ぐ
ん

、
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う、
ミ
ナ
ス
ジ
ェ

ラ
イ
ス
州し

ゅ
う
か
ら
も
駆か

け
つ
け
、

す
で
に
３
６
人に

ん

が
参さ

ん

加か

を
申も

う

し
込こ

ん
で
い
る
。

　

参さ
ん

加か

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

は
群ぐ

ん

馬ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うの
北き

た

さ
ん(

１ 

１
・
３
３
４
１
・
８
０
８
５)

、

代だ
い

表ひ
ょ
う

世せ

話わ

役や
く

人に
ん

の
上こ

う

妻づ
ま

博ひ
ろ

彦ひ
こ

さ
ん
（
１
１ 

・２
８
１
８
・９ 

２
９
３
）、
浜は

ま

清き
よ

俊と
し

さ

ん
（
３
５
・
３
４
３
１
・
１ 

２
１
０
）、
大お

お

河か
わ

政ま
さ

義よ
し

さ
ん

（
１
６
・
３
８
７
７
・
７
３ 

７
１
）
ま
で
連れ

ん

絡ら
く

を
。

僅
きん

差
さ

で栄
えい

冠
かん

は安
やす

永
なが

幸
ゆき

柄
え

さんに
（７） ２０２０年第５４４２号 	 ３月	 ７日	（土曜日）

優ゆ
う

勝し
ょ
う

旗き

が
川か

わ

合い

昭あ
き
ら

大た
い

会か
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

よ
り
安や

す

永な
が

幸ゆ
き

柄え

さ
ん
へ
贈お

く

ら
れ
た
（
右み

ぎ

）

日
に

本
ほん

館
かん

外
がい

壁
へき

へのＰＭと和
わ

太
だい

鼓
こ

のセッション
　
『
第だ

い

５
回か

い

ブ
ラ
ジ
ル
本ほ

ん

荘
じ
ょ
う

追お
い

分わ
け

大た
い

会か
い

』
で
優ゆ

う

勝し
ょ
うし
た
安や

す

永な
が

さ
ん
は
、
５
年ね

ん

前ま
え

に
民み

ん

謡よ
う

教き
ょ
う

師し

の
海か

い

藤と
う

司つ
か
ささ
ん
の
ソ
ー

ラ
ン
節ぶ

し

を
見み

た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
民み

ん

謡よ
う

を
学ま

な

び
始は

じ

め
た
。

現げ
ん

在ざ
い

は
若わ

か

手て

民み
ん

謡よ
う

グ
ル
ー
プ

ピ
ン
ド
ラ
ー
マ

３
月が

つ

号ご
う

配は
い

布ふ

中ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

と
６
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うは
半は

ん

額が
く

。
５
歳さ

い

以い

下か

は
無む

料り
ょ
う。
詳

し
ょ
う

細さ
い

は
サ
イ
ト
（h

ttp
s://

fjsp
.o

rg
.b

r/jap
ao

-
digital/

）
で
。

５
０
万ま

ん

レ
ア
ル
の
獲か

く

得と
く

に
挑い

ど

む
と
い
う
も
の
。

　

番ば
ん

組ぐ
み

は
テ
レ
ビ
だ
け
で

な
く
、
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

（h
ttp

s://w
w

w
.yo

u
-

tu
b

e.com
/ch

an
n

el/
U

C
zA

N
E

Y
5

4
d

za
l -

6
jaC

gK
p4

e2
g

）、
又ま

た

は

レ
コ
ー
ル
特と

く

別べ
つ

ス
ト
リ
ー
ミ

ン
グ
ビ
デ
オ
（h

ttp
s://

w
w

w
.playplus.com

/

で
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

可か

能の
う

）
で
も
視し

聴ち
ょ
うで
き
る
。

　

日に

本ほ
ん

か
ら
も
レ
コ
ー

ド
Ｔ
Ｖ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

の
サ
イ
ト
（h

ttp
s://

tv.recordjp.com
/

）
で

観み

る
こ
と
が
可か

能の
う

。
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
ハ

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ
ー

総そ
う
会か
いを
２
１
日に
ち
、
役や
く
員い
ん
選せ
ん
挙き
ょも

ッ
シ
ュ
タ
グ
「
＃M

A
D

E　

IN

　

JA
P

A
O

」、「

＃

D
O

M
IN

G
O

S
H

O
W

」

を
付つ

け
て
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と

で
、
番ば

ん

組ぐ
み

に
参さ

ん

加か

も
で
き
る
。

　

サ
ブ
リ
ナ
・
サ
ト
ウ
は
６

年ね
ん

続つ
づ

い
た
「
プ
ロ
グ
ラ
マ・
ダ・

サ
ブ
リ
ナ（P

R
O

G
R

A
M

A
 

D
A

 SA
B

R
IN

A

）」
を
妊に

ん

娠し
ん

後ご

に
休

き
ゅ
う

業ぎ
ょ
うし
て
い
た
。「
新

あ
た
ら

し
い
タ
イ
ト
ル
と
内な

い

容よ
う

で
、

毎ま
い

週し
ゅ
う

日に
ち

曜よ
う

日び

の
お
昼ひ

る

に
家か

族ぞ
く

全ぜ
ん

員い
ん

が
一い

っ

緒し
ょ

に
楽た

の

し
く
観み

ら

れ
る
番ば

ん

組ぐ
み

に
な
っ
て
い
る
」
と

２
月が

つ

に
行お

こ
な
わ
れ
た
メ
イ
ド
・

イ
ン
・
ジ
ャ
ポ
ン
コ
ー
ナ
ー
の

特と
く

別べ
つ

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

で
述の

べ
た
。

　
コ
ジ
ロ
ー
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル

情じ
ょ
う

報ほ
う

誌し

「
ピ
ン
ド
ラ
ー
マ
」

３
月が

つ

号ご
う

が
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
た
。

　

美み

代よ

賢け
ん

志じ

さ
ん
に
よ
る「
ブ

ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

レ
ポ
ー
ト
」
で

は
、
世せ

界か
い

的て
き

流り
ゅ
う

行こ
う

の
新し

ん

型が
た

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対た

い

す
る
ブ
ラ

ジ
ル
国こ

く

民み
ん

の
意い

識し
き

の
低ひ

く

さ
を

懸け

念ね
ん

す
る
内な

い

容よ
う

と
な
っ
て
い
る
。

「
開か

い

業ぎ
ょ
う

医い

の
ひ
と
り
ご
と
」

で
は
医い

師し

の
観か

ん

点て
ん

か
ら
マ
ス

ク
の
正た

だ

し
い
使し

用よ
う

方ほ
う

法ほ
う

な
ど

を
解か

い

説せ
つ

し
て
い
る
。

　

そ
の
他ほ

か
「
移い

民み
ん

の
肖

し
ょ
う

像ぞ
う

」
や

「
せ
き
ら
ら
☆
難な

ん

民み
ん

レ
ポ
ー

ト
」
な
ど
の
人に

ん

気き

シ
リ
ー
ズ

や
、
イ
ベ
ン
ト
、
飲い

ん

食し
ょ
く

店て
ん

、
求き

ゅ
う

人じ
ん

情じ
ょ
う

報ほ
う

な
ど
も
掲け

い

載さ
い

。

　

本ほ
ん

書し
ょ

は
日に

っ

系け
い

書し
ょ

店て
ん

、
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

店て
ん

な
ど
で
無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

中ち
ゅ
う。
問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３
２
７ 

７
・４
１
２
１
）
ま
で
。

　

同ど
う

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

に
よ
る
ブ
ラ
ジ
ル

生せ
い

活か
つ

必ひ
っ

携け
い

の
書し

ょ

『
楽ら

く

々ら
く

サ
ン

パ
ウ
ロ
』
も
引ひ

き
続つ

づ

き
好こ

う

評
ひ
ょ
う

発は
つ

売ば
い

中ち
ゅ
うだ
。

賞し
ょ
うを
受う

け
た
皆み

な

さ
ん
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